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2015年，熊本大学の歴史を語る興味深い発見があった．この年の4月から 9月まで，大

学本館（本部棟）の改修工事にかかわって事前の発掘調査を行った． 大学本館は黒髪南地

区にあるグレイの典雅な建物で，学長室，理事室，会議室ほか大学の中枢部署がはいって

いる．鉄筋コンクリート造り 2階建，大正14年 (1925)の建物である．

本館は建物としては二代目で初代は熊本高等工業学校 （熊本大学工学部の前身）の木

造校舎であったこの校舎は明治41年 (1908)に完成してお り，現在の本館とほぼ同じ位

置に建つ堂々たる建物であったが，大正11年 (1922)，出火により全焼してしまう．この

翌年関東大裳災が首都を襲い，防災への配慮から，その後日本の公共の建築物の主流は木

造からコンク リート造りへと大きく変化した 再建された本館が鉄筋コンク リート造りで

あるのは， これを反映している．

今回埋蔵文化財調査センターが発掘調査したのは，本館 1階階段横の部屋と中央南側，

東西端の壁沿いの地である． 1階の扉の下に露出した建物下の陪には赤煉瓦を積んだ建物

の基礎が現れ，その上を灰や木炭，ガラス片等を多く含んだ層が毅っていた．火事の生々

しい痕跡である． この上に現在のコンクリ ー ト建物が建つのであるが，基礎の周りには壊

れた練瓦が乱雑に埋め込まれていたこの発見は学内外の関心を集め，現地説明会には

150名の参加者があった．

発掘調査を担当した山野ケン陽次郎助教は，煉瓦の積まれ方を調べ，刻印からみた生産

者， 九州内の流通を追い始めたその矢先， 2016年4月の熊本地震で五高記念館の煙突が

崩れ落ち，「熊本監獄製造」の刻印をもつ煉瓦がみつかった．煉瓦を廻る一連の調査成果

は今年度の企画展 『RENGA一辿跡から見えた近代ー』で公開されている (2017年4月28

日まで開催）．

2016年度も運営基盤管理部の施設担当をはじめとする関係部局の方々にお世話になった．

あつく 御礼申し上げる．

2017年3月

埋蔵文化財調査センター長

文学音IS教授木下尚 子



例呂

l.本内は熊本大学構内において 20]5年4月1日から2016年3Jj求

IIまで行われた埋蔵文化財の調査および熊本大学埋蔵文化財調1t七

ンターの活動内容に関する年次糾告，りである

2.構内辿跡の調介は．昨年度に引き続き．年次と調究］韻を表す説］究

番号で表すこととし．II'，」』辿物や記録類も この番号で整理 ・1芍Fl！し

ている．

3.辿跡略号は地悩ごとにローマ字3文字で以下のように表記し

た ． 黒嬰町逍跡群黒嬰 1—i，i 地区 (KKS) . I司北地区 (KKN)，本庄辿

跡医学部構内 (HJM).1,;]病院構内 (I-IJH)．医学部保他学科構．IJ、1

(KHJ)．京町台追跡群教宥学部附属小中学校構内 (KMS)．大rJ磁
跡群深学部構内 (HJP).

4.調査地点配t；1濫lおよび辿構図の座1，咽は．世界測地系による．

5.辿物への注記は．逍跡略り＋調査番号＋出土逍構 （位ii't)の顛で

行った

6.本i'tに掲載した辿物やその他のIIげ．逍物および調究にかかわる記

録類はすべて熊本大学J!ll蔵文化財，翡'l1tセン ターにて保行している．

7.オぢ＇Fの執箪は．Iャ文および祓文をオぐl‘..1 3料．英文サマ リー ・ハ

ングルサマリー．付箇および抄録を松Illが．ll卒を松田 ・山野 ・古

留が行った．

8.本，＇i：0)絹集は松田が行い、古留の協力を得た
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15. （黙愛北）総合研究棟（黒貶北N9)改修機械設 伴う立会調査(1513) 49 

備工事に伴う立会調究(1530) 25 11. （本荘北）屋外サイン取設工事に伴う立会調介
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I第口本年度の調査概要 I 
本年度は．表2のとおり，発掘調査5件．立会調査44

件を実施した発掘調査は全て立会調究から切り替わっ

たものである． また前年度から継続して実施したものが

12件含まれている地区別に見ると．黒髪北・ 南地区22

件． 本荘北 ・中・南地区14件．大江地区4件．京町地区

3件．宇留毛地区l件である． （ 

本年度実施した主な発掘調査は．京IIIJ地区における教

育学部附屈小学校校舎新営その他工事（建築工事）に伴

う発掘調壺 (1417調査地点）．黒髪南地区における本部

樹木等撤去その他工事に伴う発掘調査 (1429調森地点），

本部屋外スロープ取設工事に伴う発掘調査 (1430調査地

点），本部エレベーター棟増築工事に伴う発掘調査 (1436

調査地点），本部改修その他機械設備工事に伴う発掘調

査 (1437調査地点）である．全て前年度から継続したも

のである．

このうち京町地区における教育学部附屈小学校校舎新

営その他工事（建築工事）に伴う発掘調壺 (1417調壺地

点）は前年度弥生時代後期の竪穴住居が検出された所

である．調査終盤にかかった本年度はイ：l＿．：居こそ見つから

なかったものの，弥生時代の硬化面や辿物の出土は見ら

れ，居住活動の一端が伺われた．本地区では当該調壺地

点の西側にあたる附屈中学校のコンピューター棟 (9405

調査地点）や南校舎南調森区 (0719調査地点）でも同時

期の竪穴住居が確認されており ，当地点の調壺により狛

落が束に広がることが確認できた．

黒嬰南地区における1429・ 1430 ・ 1436 ・ 1437調査地点

の発掘調壺は本部棟改修にかかわる調壺である．いずれ

の地点からも近代の赤練瓦基礎が検出され． 1908年に竣

工した熊本高等工業学校の初代本館の基礎であることが

判明したことは大きな成呆であった記録によると．こ

の初代本館は1922年火事によって全焼し．現存する本部

棟は1925年に同校本館として再建されたとある．実際の

発掘でも灰や被熱した木片．溶けたガラスなどが見つ

かっており，火災の跡が確認された

発掘調壺は以上であるがその他立会調査の中で．辿

構が検出され，記録したものがある．黒髪北地区では総

合研究棟 （教育学部西棟）改修工事に伴う 立会調壺

(1528調壺地点）において， 1890年の第五高等中学校開

校に合わせて建てられた習学寮の厨房および浴室と考え

られる赤煉瓦基礎が確認された．調査したのは赤畑瓦砧

表1 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一覧（アミ部分は本年度調査した地区を示す）

No. 地区名（学部名） 所在地 遥跡名称 遥跡の種類 遥跡の時代 備 考

l 焦嬰北地区（法・文・教・大教センター） 熊本市中央区黒炭2丁1,140.1 黒嬰町辿跡群 集落址
縄文・弥生 ・

黒嬰東地区（教育学部附屈特別支援学校） 熊本市中央区焦嬰5丁bl17-1 奈良• 平安

2 患髪南地区（エ・理） 熊本市中央区黒嬰2丁目39-1 黒提IIII磁跡群 身謡雑I:
縄文 ・弥生 ・

奈良 • 平安

3 京町地区 （教脊学部附屈小・中学校） 熊本市中央区原町本T5-12 寂Ill]台辿跡群集裕:bl: 弥生 ・近1U.. 

4 城東地区 （教育学部附属幼稚園） 熊本市中央区城束/llf5-9 熊本城:Iii: 城館址 ・熊本城l.YJ 近.IIl-
辿逍梢

5 教脊学部新ifi部J此場 熊本市東区新南部6丁1,15.3 廂憎i部追跡 倣布地 縄文 ・弥生

|'．天ぷI:lli松島Ill)・大字合沖 前島貝塚 1995年9文の，i,',I介
6 沿芹城棗様科学教＃研究センター 集落址 縄文・ 1が生 によって貝塚で6061 

ないことが判明

本荘中地区 （発生医学研究所． エイ 熊本市中央区本；il:2丁目2-1
縄文 ・弥生 ・

7 木）出辿跡 散布地 ・集落址 奈良 • 平安 ・
ズ学研究七ンター等）

"'世

本荘北地区 (I哭学部附k；；；刹院 ・1医学 熊本市中央区本itl丁目1-1
本／］濁跡 ， 縄文・弥生 ・

8 （熊大病院敷 故布地・集路J.1|．． 古瑣・ 奈良 ・
部等） 地追跡） 袋地 平安 ・近代

熊,t,rl]中央区九品寺4「日 本庄辿跡
縄文 ・弥生 ・， 本i［南地区（保f造学科等） 版布地・集治il|. 奈良• 平安 ・ 周辺追跡24•l 
中1U.. 

LO 大江地区 （薬学部笠） 熊本市大江本lllf5-l 大江逍跡群 官稲油I: 奈良 • 平安 周辺辿跡

11 渡11じ地区 （諜外活動施設） 懇呑1灯ITi疫）JlI4T1=11-1 大江追跡群 染落hl. 奈良 • 平安

12 字留毛地区（学生寄宿舎・職貝宿舎等） 熊本市巾央l区f.I翡嬰7丁目 宇留毛神社）li 散布地 弥生 ・奈良 ・
辺逍跡群 平安

第I章 本年度の調査概要



2
 

図1 黒髭町遥跡群•本庄迫跡の位置と周辺造跡の分布図 ( 1/25000) 

?. ・,・,―, 
1 凩殿町遺紛群 30 宇償毛神社周辺遺舒群
2 木庄遺跡 31 カプトIII遺跡 1 
3 池IIIIII伏収遺跡群 32 Lj'惰毛、＼遺跡
4 永nIi腹紡群 ：13 宇招毛B辺跡
5 rr越辺助群 34 渡肋過跡群
6 rr越U塚 ．35 辻辺跡
7 i191）1i • ノ谷横穴 r.t 36 新11l部迫郎昨
8 ，ノ谷辺籾 37 I:;噸f•r迫跡
9 稗Ill横穴群 38 ー（-飼遺跡
10 Al m;ri肪 39 熊本城跡遺舒91
IJ Ji/払hlI古l,J! 40 1IJH、1中学佼校庭ii'l屁下
12 、,i/J；（横グ（詳 11 新凩敷凶yIF
13 京町台辺跡群 42 大江白川四防
,,, )江町2T ~I潤紛 43 大江這跡群
15 伝大道、'i•il'.t助tt M Iti平」；迅附
16 内坪井迫跡 45 /inu辺跡肝
17 松崎八幅箱式石棺 46 山崎古JJ!
18 松崎遺跡群 47 花姐邸跡
19 ci!固遺跡 18 辛品•r遺紛
20 万石茶llI古IIttt 49 船場町政跡
21 立111111山頂遺跡 50 Iii人町迫玲
22 !.¥I!!!町下立Ill遺跡群 51 北水liifキ追約
23 /j石茶山迫跡 52 西水iiii寺町遺跡
24 抹9fn跡 53 水1iifヽや虎4月け
25 ヤi[UIlI束'1911l1旧跡 54 陣\IIJ¼寺跡
26 'i!{fi毛nIlIII9li'itし＼地追跡 55 神水迅跡
27 浦山第2横グ(IIt 56 m分寺船~

28 小峠選跡 57 jエt19湖泊跡群
29 桜山中学校校庭辺跡 fi8 Ill水[rl府跡

第I章本年度の調査概要
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表2 2015年度調査一院

|調査期日 調査番号 地点名 調査の種類 調査面租 時代 遥構・過物 1 

15 ・ 4 ・ 7 ~15 1 4 1 6 (.［I.＼嬰北）武迫場坪改修機械設備T.：Ji ]［会1.J判t L087.30rrl 古代 ・近I!1: ピット ・ 須忠器• 土師

悩． I洵磁器

15・ 4 ・ 1~3. 1 4 1 7 （取IIIJ)教育学部附属小学校校舎新‘政そ 立会，J肘介／ 747.90111 弥生 ・古代 ・ ピ ッ ト ・ 弥生土器 • 土

16. 6 ・ 10 の他こI...:Ji.（建築こl:’li.) 発掘，i/,I4f 近世 ・近代 [；ili合芯 • I淘絨とゼ科

15 ・ 8 ・ 17.18.24, l 4 2 3 66kv銀tiを低熊大阪学部線鉛被OFケー 立会，澗介 [48.26面 古代 洲

27.9 ・ 2 プル改修7-．事

15 ・ 7 ・ 29 1 4 2 5 （本荘北） 1i;i,IA瑾研究棟新歯その他工事 ＼，i．会批l介t 1.655.00ni なし 逍構 ・辿物なし

（地下躯休撤去 ．hit樅設i1,1，.）

15 ・ 11 ・ 2 l ti 2 6 （本1.［北）I臨床研究棟新‘ttその他」戸li 立会，/1',l布 2. ］ 4 l.00 IT{ なし 辿梢 ．辿物なし

（本休T..'.J~)

14 ・ 12 ・ 12- 1 4 2 9 憔翡紐））本i.t11樹木等撤去その他エ：Ji ＼［会調1t/ 2 82. 4 (l n{ 古代・近1II:・ 住居 ・溝 ・ピット ・赤
15 ・ 7 ・ 24 発掘調査 近代 畑瓦払礎 • 土tiII 器 ・ 須

忠器 ・陶磁器・赤畑瓦・

ガラス ・木）t

14 ・ 12 ・ 12- 1 4 3 0 （黒髪南）本部屋外スロープ取，設J::Ji. 立会』紐／ 195 77面 古代 ・近ill:・ 住居 ・溝 ・ビット・赤

15 ・ 7 ・ 24 発掘潤壺 近代 畑瓦必礎 • こktiIi器 ・ 須

忠器 ・陶磁器 ・赤煉瓦

l5 ・ 6 ・ 24 l 4 3 2 (I医術）竹理棟改修その他工事 （撤去） 立会仙i]杏 279.70111 なし 逍構 ・逍物なし

15 ・I・ 7- I 4 3 6 （黒彪1‘}i）本部エレベーター棟附築＿―I―..Ili. 立会祗I壺／ 60.30111 古代 ・近世・ tl:.)廿・ピッ ト・赤畑瓦
6・2 発札1:,0/，)ft 近代 甚礎 ・土師器・姐恵．器 ・

陶磁器・赤煉瓦

15 ・ 1 ・ 14- J 4 3 7 （黒愛1¥i)本部改修その他機械設仙」;;li. 立会，i,'，1杏／ 102.00吋 古代・近IU.-． tl→:）国 ・ビット ・赤畑瓦
9・7 発掘調ff: 近代 枯礎 • 土師器 ・ 須忠器・

陶磁器 ・赤畑瓦 ・ガラ

ス・鉄器・碁石、硯

15 ・ 6 ・ 22~ l 4 4 2 （医病）竹理柚改修その他エ！li. v．会，収'l1t 563.'IO吋 古代・近世・ 住／苫・構• 土坑 ・ ピッ

7・3 近代 ト・土tiIi器 ・須忠器 ・

陶磁器

15 ・ 4 ・ l ~ 3. l 4 4 3 （京lIり）教脊学部付屈小学校新常その他 立会調査 2,19.80,rl 弥生 ・古代・ 弥生：l；器 ・土帥器 ・枷J
16 機械設備エリI（その2) 近祉 磁器

15 ・ 5 ・ 1l , I 5 0 I (．9.l慧稔北） •li ,f:j記念館前）廷植栽除根業務 立会調査 30.00面 なし 追構 ・逍物なし

(6.40n-/) 

15 ・ 5 ・ 18.19 l 5 0 2 （イ填：北）臨｝未研究棟業）t＇iti彫気設備工’Ji 立会調介t 77.87li なし 辿梢 ・辿物なし
維統,.,., (33 60ni) 

15 ・ 5 ・ 20.21 l 5 0 3 （本i.1．北）臨｝木研究棟浙‘m・機械設仙」;lli. 立会，J，'，l杏 19.00n-1 古代 土tiIit拾・瓦
（その2)

15 ・ 5 ・ 18-28, l 5 0 4 （本：／［北）臨床研究棟新‘闘機械設備工9JI・ 立会，J，tI引t <185.00111 古代・近代 fl:I苫・溝・ 上坑 ・ピッ
6 ・ 4.7 ・ 6~ （その3) ト ・ 建物甚礎 • 土師器 ·

28 須恵器

15 ・ 6 ・ 12.17,19. l 5 0 5 （医刹）岱理棟改修機械設｛伽L'．1i. 立会，JI,j介 349.00ni 古代 ・近IIJ. こlこtili俗怜・翌1位£}怜
24,25,30, 7 ・ 

1-3,28,29 

15 ・ 6 ・ 29 , l 5 0 6 （閣嬰南）忠炭南C7 6階丈験寮軍源 ]'(.会調究 '10.80ni なし 追構 ・逍物なし

その他上事

15 ・ 7 ・ 30 1 l 5 0 7 （黒髪北）北地lX沿叫：会館Ai訓籍Ii装祉i l'［会諜l:l'f. 150.00ni なし 迎構 ・追物なし

修こl'li
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1 調査期日 調査番号 地点名 調査の種類 調査面積 時代 遥構・遥物 I 

15 ・ 8 ・ 7. L 5 0 8 (.'.'.¥愛北）校含 (11];1じ地区食常）改修T. ＼＇［会閾森 a6.70n-1 なし 辿構 ・辿物なし

12 ・ 18 1i 

15・8・20 1 I 5 0 9 (）＜ il:、It)A hl!.IttIIlhiタト給水竹修則 l?Ji 立会，叫介 28.00nl なし 逍構 ・追物なし

15 ・ 9 ・ 11 1510 (!!．＼髪,H他）台風l5りに伴う樹木復Ill作 ＼，i．会はHt 42.30ni なし 辿構 ・追物なし

架 (.l.l:＼髪）

15 ・ 9 ・ 14 l 5 l l 人文ネl．会科学楔煉所設iit|:ili If：会，J，'J1t 12.0611! 古代 | ・．師器 ・須忠器

15 ・ 9 ・ 15 l. 5 1 2 （！！．愧昴if也）台風15りに伴う樹木復Ill作 Ii．会瀾ft 12.00ni なし 辿構・逍物なし

業 ()<i__[）

15 ・ 9 ・ 28 L 5 I 3 （本；ij：北）臨床研究柚新函仮設'1UI建il: 立会濶イt 900,rl なし 辿構 ・逍物なし

T.：li 

15 ・ IO・ 26-29. I 5 l 4 (!!!，嬰北）枚舎 (ILi北地区宜咲）改修機 立会；A11t 78.9011{ 古代 tt }心・溝 ・ピッ ト・J.:

11 ・ 4~18. 械設iii工事 師器 ・須恵器

16 ・ 2 ・ 29. 3 ・ l 

15・ 11・ 26 I 5 I 5 （黒嬰北）北地区学生会館I|91廷インター ¥＇［会瀾査 19.60rr! なし 雌fi/1．迎物なし

ロッキングプロック復ILl-T..li.

15 ・ 11 ・ 26 l 5 l 6 （黒嬰北）黒厖11:E1（全学教ff棟）1'-4 立会，瀾介 27.3011-l なし 辿構 ・辿物なし

側イ ンターロッキングプロック復II―I1: 

事

15 ・ 11 ・ 30 I 5 I 7 ('j：留毛）窃術舎共通棟リ）―fi谷寮等改修 J'i.会，此，I1t 9.~0ni なし 追構 ・逍物な し

機械設仙Jこ’lI・

15 ・ 12 ・ 8 1 5 1 8 (4ふi-［北）尻外サイン設i代1，.」;tli. ．I,i. 会，~i,) 1f. :32.501廿 なし !-.01li ~怜 ・ クiiiし[}怜

l5・12・7,9.16 1 5 l 9 （オ心ilり 11 イ也） /iiiタトサイン，没樅―l―•• :lT. 1グ．会批11f. 511 ~On1 なし 辿構 ・辿物なし

16 ・ l ・ 4. 6 1520 （黒厖北他）軍カデマンドぐf,i|il!Ilシステ 立会泄'lft 1 72 50 llf なし 辿構 ・辿物なし

ム ('1じ気 ・ガス ・水追）J収設」？jf.（黒

嬰）

16 ・ l ・ ]4 l 5 2 J （！J↓嬰北）武夫｝尿廻り ('Ii.,:・:;，記念館11!11) ［ゞ会』/,J1t 5.8811i なし 追構 ・追物なし

フェンス復ILi：じli.

16 ・ J ・ 18.19 l 5 2 2 （黒髪北他）這カデマンド等，iIilII]システ 立会瀾介 110.30n1 なし 逍構 ・追物なし

ム (~彫気水 ・ ガス ） 取設」？li (）<iI:） 

l6 ・ 3 ・ ll I 1 5 2 3 （黒炭南）黒厖ifiW7排水設備改修T.：ji. 立会濶1t 10.60111 なし 辿梢 ．逍物なし

16 ・ I ・ 5 ・ 22 ・ I 5 2 4 （，［l!髪北）校舎 (11-1北地IX戊咲）改修」． ＼、i．会，淵在 4 1 2 3Onf 古代 fi:j,,;・溝 ・ピット・l;

26~ 2 ・ J. ・11: (夕Hi/；T. ：l i) 師器 ・須恵器

3 ~24.29 

16 ・ l ・ 25. l 5 2 5 ( ．'.I.＇，髪北•他） 軍）Jデマンド笠，i1測システ II．会池ft 915011{ なし 辿構 ・追物なし

2 ・ l.2 ム （山気 ・水 ・ガス）1収設」？Ji.（オふIl:

中他）

16 ・ l ・ 28 l 5 2 6 （京町）教宥学部附屈教有実践総合セン 立会，淵イt 11.91 ni ,；h ; I I :． 1fJ ; I | ：. I・．器

ター東側プレハプithl i復IFIT'I~

16 ・ 2 ・ 4 1 5 2 7 （黒嬰北他）・1じカデマンド等ilhJ!IJシステ ，ヽi．会，．Jl41t 12.00n-f なし 逍構 ・辿物なし

ム （屯気 • 水 ・ ガス ） 取設」： •Ji (,j,;/1: 

北）

16 ・ 2 ・ 12.19. l 5 2 8 (.'.I!髪北）総合研究棟 （黒貶北N9)改 、［会，→i,l1t 31 I.OOni 近代 赤疎1•L)出礎

22 修l．．事

1.6 ・ 2 ・ 12 I l 5 2 9 ( ~I!髪北） 総合研究棟 (.'．屈稔ltN 9)改 ，ヽi.会；ii布 35 20111 なし 此構 ・追物なし

修俎気設{ii1上1i (O.IOrrl) 
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I調査期日 調査番号 地点名 調査の種類 調査面積 時代 遺構・遥物 I 
16 ・ 2 ・ 12.19 l 5 3 0 （黙嬰北）総合研究柚(!!.＼髪北N9)改 ＼＇i．会，祁l介 22.00,廿 なし 辿構 ・辿物なし

修機械，設備 l.']f

16 ・ 2 ・ 3 l 5 3 I （）＜i［北）稲滋餅凍fllllJ阻設ガス料趾洩修 立会，1J'，）1t 2.00n! なし 不明逍構

即7::Ji. 

15 ・ 3 ・ 7.8 l 5 3 2 （本荘l•ij）翡l打1［場拡，；此じlt 立会，淵介 80 00111 なし 辿構 ・追物なし

※,＂凋ft番 り•1416 ・ 1417 ・ 1423 ・ 1425 ・ 1426 ・ 1429 ・ 1430 ・ 1'132 ・ 1436 ・ 1437 ・ 1442 ・ 1,143は2014年）父からの細紐時代．辿構 ・辿物は2015り渡に
lり↓定．

※凋介期IIの 「紙続中」は． 2016年度まで維統している件．

礎の3段分だけであったが取り上げた赤煉瓦の大部分

に 「熊本監獄製辿」刻印が押捺されていた第五高等中

学校建設II寺の1888-1989年．下立田村に設骰された熊本

監獄畑瓦製造所にて煉瓦の製造が行われていたことが記

録に残っており．II}土品でそれが裏付けられた．

また黒嬰北地区では旧北地区食韮の改修工事に伴う立

会調:!1t(1514 ・ 1524調森地点）において古代の竪穴住

J}｝や溝を検出したこの場所は黒晏北地区のI¥i東部にあ

たり ．従来調森があまりない所であった．従来．患嬰北

地区南部の調壺としては附屈図粛館南棟 ・放送大学熊本

学洲センターのある楊所 (0425調究地点）において古代

の竪穴イ：I・：居が多数検出されている．また附屈図沓館周辺

で行われた1302調査地、点でも竪穴住居が発見されている．

1514 ・ 1524調壺地点の調査によって．古代の北裕が黒嬰

北地区の南部のみならず南東部にも広がっていること

が明らかにできたと言える．

M:後に本荘地区について触れておきたい今年度はII乍

年｝虻に引き続き．本荘北地区において，臨床研究棟揺営

工事．管理棟改修工事が行われ．それに伴う調壺を実施

した．前者は第6：/柑棟があった所で本体工事部分や地下

躯休撤去 ・擁壁設ii11'.．部分では辿構は確認されなかったが．

その周縁部を調ィtした機械設備工事 （その3)に伴う立

会調究 (1504』1I)杏地点）において古代の辿梢の残存が認

められたまたそれより南側の箭理棟改修工事に伴う立

会調fl:(1442調4.t地，1!、1:）では．建物外周のみの調壺で

あったが 1箇所．竪穴住居や溝か検出された．辿物が

少なく ．辿梢の時期は特定できなかったが．古墳時代前

期求の上器が出上したことは独味深い．本荘北地区にお

いてはその西部域 (9901・ 0006 ・ 0104 ・ 0509調壺地点）

において 古瑣時代前期末から中期初頭にかけての辿

物 ・辿構が確認されており，本地点の調壺成呆は古培II寺

代前期末から 1-11期初頭にかけての辿梢の広がりを解期す

る1-．で今後参考になると思われた．

また本年度も，本部棟改修工事にかかわる発掘調壺に

おいて赤煉瓦建造物が発見されたことを契機に，現地説

明会を1}fl1illした．狸蔵文化財の調引t成呆は，機をとらえ

てさまざまな形で公開を行うことが前要である．今後も

大学内外へ向けた広報泊動を行っていきたい．

第I壺本年度の調査概要
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I第1I章調査の記録 I 

IIー 1 黒髪北地区 (|又|2・ 3参照）

1. （黒斐北）武道場等改修機械設備工事に伴う立

会調査 (1416)

く調査期間＞

2015年4月7~15日

く調査面栢＞

l.087.3rrl (17.0面）

く調査員＞

松田光太郎・ 宮崎 拓 （株式会社有1リlillll •Il: 1}｝l 発社 ）

く調査概要 ・結果＞

武逍場周辺の給水・排水・ガス符 ・桝の設m:に伴う立
会調査で， 昨年度に引き続き実施したものである．111：年

朕の区分のうち，6 |メ..l¥i端と131メ..l¥i岱路を；J1l）1tした．

61区南端は，幅1.5m.長さ2.2mの長方形部分と．そ

の南側の幅0.7111,長さl.Omの拡張部を掘削した．調在

区西際から0.25mまでの範囲は深い投乱が入っていたが

それ以東では地表下0.5~0.Gm を 1•」(l i として 古代の包

含｝屑と考えられる黒褐色士が）りさO.lm残存していた．

その下はII音褐色粘賎土が存在しこの土を掘り込んだ

ピッ ト8基が確認された．ピットは謳l'.f'tli.の北側に3基，

中央部に4基張出部に 1基検出された． ピッ トを；淵令

後．ピッ トの地山と なっていたIii竹褐色粘質十を掘削した

賠褐色粘質土からは辿物は出士．しなかった．蔽終的には

地表下l.0mまで掘削し，調究を終了した．

武夫原南西部の13区については．I¥i行路を掘削した．

掘削したのは長さ8.7m.幅1.2~1.9m. 地表 1‘.l.6m,i卜i

端のみ地表下2.1rnまで掘削 した．掘削 したのは全て現

代埋土で．南端の西壁断而の地表下I.O~l.9mにll;''i.黒

写真1 6区南端逍構完掘状況（南より）
;i -
り

褐色粘質土の存在を確認したなお本IX：は前年疫の年報

にも報告したが 20]5年度にi/1'，l究したので再炭報告し

た．

写真2 6区最下底面掘削状況 （南より）

写真3 13区南管路掘削状況（南より）

2. （黒髭北）五高記念館前庭植栽除根業務に伴う

立会調査 (1501)

く調査期間＞

2015・イド5 月1:1 日

く調査面積＞

30.0面 (6.4面）

く調査員＞

松田光太郎 ・吉留 広

く調査概要・結果＞

五高記念館南側の前庭の植栽の除根を行う工事に伴う

立会であった当初予定範囲内の東f)!I]輻0.5~1.lm, 長

さ約4.5mの範囲を地表下0.2mまで掘削し．根を除去し

たまた予定範囲内の中央において．l.6xL2mの範囲

を地表下0.2mまで掘削したいずれもJJI！上 （表上）内

第1I菜調査の記録
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図2 黒槌北地区西半における調査地点配證図 (1/2000) 
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図3 黒髭北地区東半における調査地点配匹図 (1/2000) 
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を掘削しただけで終了した．

辿梢 ．j且物の検出はなかった．

写真4 作業風景（南東より）

写真5 東側掘削状況 （南東より）

写真6 中央掘削状況 （北より）

3. （黒髭北）北地区学生会館A棟前舗装補修工事

に伴う立会調査 (1507)

く調査期間＞

2016年7月30日

く調査面租＞

150.0ni 

第II草調査の記録

く調査員＞

松田光太郎 ・吉留 広

く調査概要・結果＞

黒嬰北地区学生会館A棟の東側迫路の樹脂舗装，イン

ターロッキング舗装 ・補修および側溝の新設に伴う立会

調森である．

舗装部分は深度が0.3m以内であり現代埋上内のエ

事と、思われるので．掘削は辿跡への影押はないと判断し．

側溝を新設する調査区東側を対象に調査を実施した南

写真7 作業風景（南西より）

写真8 北端掘削状況（南より）

写真9 南端掘削状況（南より）



ー

北に約18.70X Q.26mの範囲を地衷下0.32mまで掘削した．

掘）＇jljの大部分はコンクリートの下に敷かれた砕石内に

おさまった．一部土が確認できたが 砂岩ブロ ックや砕

石 •砂利石などを含んでいたため．現代埋土と 判断した．

辿構 ・辿物の検出はなかった

4. （黒髪北）校舎（旧北地区食堂）改修工事に伴

う立会調査 (1508)

く調査期間＞

2015iJ: 8 J=j 7日． 12JJ1811 

く調査面栢＞

36.7111 

く調査員＞

松川光太郎・吉留 広

く調査概要・結果＞

Ill北地区食褪：をグローバル教育カ レッジ棟に改装する

じli・に伴う立会調壺である． 1J乱杏地点は食批地点 ・厨房

地、1図の2箇所からなる． 食哨：地点は3.6X l.6111の範間を．

建物｝禾而から深さ0.35~0.40mまで掘削を実施した．」削

削はコンクリートの下に敷かれた砕石と現代埋土内にお

さま ったため．文化府への影押はなく．逍物 ・辿梢の検

写真10 作業風景 （南よ り）

" 
,,..●---

写真11 厨房地点作業風景（南東より）

出はなかった．

厨房地点は4.3X8.8mの範囲を建物床而から深さ0.25

~1.50111までその範l川のすぐ北洒側のl.2x3.9111の範

囲を1未而から深さ0.3mまで重機と手掘りで掘削を実

施した．建物床而から深さl.4111に輻0.35mの梁がめぐっ

ており包含｝習 ・地山等は残っていなかった．辿物 ・辿構

の検出はなかった．

写真12 厨房地点掘削状況 （南東より）

写真13 食堂地点掘削状況（南西より）

5.（黒髭南他） 台風15号に伴う樹木復旧作業に

伴う立会調査 (1510)

く調査期間＞

2015!.ド9J:J 11日

く調査面積＞

42.3面 (2.6111)

く調査員＞

松田光太郎 ・吉留 広

く調査概要・結果＞

台風15号により倒れた樹木の復旧作業のうち．焦要地

似の所在する 7木の樹木に対する復旧作業に伴う立会調

杏である．黒厖北地区は 1本の樹木が該当する (Nu⑦)．

他の6箇所 (Nu①～⑥）は．'.I.＼髪南地区に所在するため．

第1I豆 調査の記録
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黒厖南地区の項で報告する．

No⑦ は全学教脊棟と北地区学生会館A棟の間の広場に

所在する．東西l.7111, 南北1.5111の範囲において．木を

中心に幅約0.5m. 深さ地表下0.3111の溝を円形に掘り巡

らす工事であった．掘削した七は大半が山砂で．下部の

み條が混じる土であったいずれも現代埋土内で済んだ．

辿梢．辿物の検出はなかった．

写真14 No．⑦作業風景（北西より）

写真15 No．⑦掘削作業風景（南西より）
·•· ~-"\：：＇·ー

写真16 No⑦掘削状況（南西より）

第1I章 調査の記録

6. （黒斐北）人文社会科学喫煙所設置工事に伴 う

立会調査 (1511)

く調査期間＞

2015年9月14日

く調査面栢＞

12.0面

く調査員＞

松IH光太郎 ・古留

く調査概要・結果＞

広

黒髪北地区文法学部北棟匝側に位iiti:する駐輪楊の北側

に．籾，i札所を設骰する工事に伴う立会調究である．掘j'jlj

工事は）我根を支える基礎部分4箇所の桝掘りと．3.0x

2.9mの範囲の砕石除去からなっていた地形を見ると

調森地点，は北に向かって砕石が駆くなっている．

南東桝は0.65X 0.65mの範囲を掘削した地表から0.35

m掘l'illすると黙褐色土の古代の逍物包含／i,91を確認したた

め．＇1具重に下げたが辿梢は確認できなかった．深さ0.6

mまで掘削した途中0.48mで11粁褐色土を確認した．包

含／1，1からは．好干の土師器 ・須恵器片を検出した．

北康桝は北側にコンクリ ートがあったため0.65x0.55 

mの範間で掘削した上而は現代埋土と栗石の掘方で削

写真17 作業風景（北より）

写真18 北東桝焼土検出状況 （東より）



乎されていたが地表から0.5m程で多批の焼土と粘土

を確認した．焼土．粘土周辺も焼」：やIlif褐色のプロック

を多址に含んでおり辿構埋―-l：と、思われる．これらが検出

されたため．追構の現状保存をi」(lりとし．掘削深度を浅

くして工事を進めた．

幽側2箇所は0.3xQ.3mの範叫を掘削した．北西桝は

地表から0.4m掘削した地表而の椋邸が他の3箇所よ

り応’jかったこともあり．掘削したのは全て現代狸士内に

おさまっており．黒褐色」：には到述しなかった南西桝

は地表下0.34mまでが現代J里土で黒褐色 1：の辿物包含

1,1、イを0.06m下げるに留まったいずれも辿構・辿物の検

出はなかった．

狭小の範囲の掘削であったため断定はできないが南

束桝からは硬化而は検出されていないため．北東桝の焼

十． ・粘土か窟であれば竪穴住）けは調査範l用の東側に展開

すると思われる．

写真19 調査区掘削状況（東より）

7. （黒斐北）校舎 （旧北地区食堂）改修機械設備

工事に伴う立会調査 (1514) 

く調査期間＞

2015年10月26-291:1.11月4~L8日． 2016年2月29日．

3月1日

く調査面積＞

78.9面

く調査員＞

松田光太郎・吉留 広

く調査概要・結果＞

旧北地区食拡をグローバル教宥カレッジ棟に改修する

工事のうち．機械設備工事に伴う立会調査である．旧北

地区叙堂の東西南北4辺の外周にエ:)"jiを実施したので

東部．北部，西部．南部の順で説明する．

東部のうち南東隅はガス管周りの掘削であった東西

2.2m.南北2.lmの範囲を掘削した．建物奇りの匝半は

13 

ガス符やコンクリー トが存在し．地表―Fo.l5mしか掘削

していない東半は中央部を地表―1-:-0.7111まで掘削した．

掘削したのは111砂を含む現代埋土であった

東部巾央域は広く掘削した中央部と．細長い秤路の北

東岱路からなる中央部は東西3.8m. 南北4.5mの範圃

を掘J'jljした．建物寄りの匝半は南北に走るヒューム符や

ガス岱およぴ汚水桝があり．撹乱が著しかった東半は

地表―Fo.25mで1li奇褐色粘質土ー通称ニガが検出された．

暗褐色粘質—I:」 •.,mで辿構確認を行い．辿梢が無いことを

飢忍した後地表下l.Om まで•I具瓜に掘削を続けた． 辿

構 ・追物の検/I'1はなかったまたこの中央部は東側に存

在する桝まで拡張掘削した大部分は桝および配箭の埋

土であったが地表下0.85111でローム士を確認した．

東部の北東箭路は幅0.8m.長さ7.3mの規校からなる

地表下0.4m下げたところで．管に沿うようにして西半

に撹乱束半にII音褐色土が検出されたそこで辿梢確認

をおこなったところ， II音褐色土上にて径0.23111のピット

l基を確認した 工事は撹乱部分だけを掘削すれば済む

とのことであったので西半の撹乱部分を地表下0.7m

まで掘削して．当該部分の立会調壺は終了した．

北部は東部の掘削範囲に接鋭し．建物の北辺に平行し

て東西方向に約29.5111掘削した．北部は東端から2.7111の

位附に1J1;H.2mの共同溝のコンクリートが南北方向に延

びており．共同溝部分は掘削していない共同溝以東の

北部東端域においては東西2.8m. 南北2.9111111の範lll:l内

に． ’|哺i形が逆L字状になるように掘削した地表下

0.45m下げた段階で．掘削部分のうち西半は全而批乱．

東半の一部にlli竹褐色土が存在することがわかった投乱

部分は地表―Fo.86mまで掘削した II紆褐色土部分は辿構

確認の結呆，辿構は存在しなかったので、1月重に掘削を

進め．被終的には地表下0.8mまで下げた．逍樅．・辿物

の検出はなかった．

北部のうち．共同溝以西の中央域は．西端の玄関張出

写真20 東部作業風景（南東より）

第1I迂調査の記録
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部まで東西長26111ほどある．建物の北側に幅0.7111の犬

走コンクリートが存在したのでそれ以北において幅

約2.2111の範囲の表土剥ぎを実施したそして犬走北辺

から0.7~0.8m北の位骰において ljl);¥0.7~0.8111の配竹）廿

掘削を実施した玄関張II＼部の南東側だけは）は走北辺に

接して掘削したまた中央域のやや束窃りには北東部の

雨水枡と．建物の雨槌にそれぞれ向かって分岐する幅0.7

m・ 長さ約5.lm.幅0.6111.長さ0.7111の分岐竹路が存在

した掘削深度は東西26111の中央笠路において0.4m~

写真21 東部南東隅掘削状況（東より）

写真22 東部中央域包含府検出状況（南より）

写真23 東部北東管路追構確認状況（西より）

第II章調査の記録

0.65111.分岐箭路において0.25-0.55111あった．掘削し

た土の大部分は撹乱土であったが分岐竹路の交、1ばから

西側2.5111の範囲には地表下0.35111において褐色土が存在

した．辿梢確認の結果樹痕しか存在しなかったので

1襄煎に褐色土を掘り下げたその下の上はII尚褐色粘質土

に移行しており．地表下0.65mまで掘った時点で当該・jf|＼

分の掘削は終了した．

北部のうち西側の玄関張Il,1部の調査では．玄関東側は

地表下0.7mまで掘削したが 全て投乱」；であった．

写真24 北部分岐管路交点西側掘削状況 （東より）

写真25 北部中央管路掘削状況 （東より）

写真26 北部玄関張出部北西管路掘削状況（北西より）



方北側の桝に向かって北西に延びる竹路の調査では地

表下0.4mにおいて溝の毅十．と風例木が検出された．溝

は北東一南西方向に走るものと．思われた当該部分は管

路の掘削深度を浅くする1:1品をとることになり．追構の

調壺は回避された．

西部は建物の北西隅から1¥iに0.6mの地、点から掘削を

開始し．建物の直槌に平行して南北長23.5m.111晶0.8111を

掘削した．途中北から13111の位戦では南西方向へ延び

る西部分岐管路を掘削した．西部北半では地表下0.55~

写真27 西部北半掘削状況 （南より）

写真28 西部分岐部追構確認状況（北東より）

写真29 南部排水管路掘削状況 （北より）

15 

0.6mにおいて撹乱と11行褐色粘質上を検出した．撹乱部

分は撹乱埋七を地表下0.7m付近まで掘削した． II斉褐色

粘質土が検出された部分では辿構確認をおこなったが

辿構は無かったため． •Ii'！前に掘り 下げ．地表下0.6~0.7

m付近まで掘削した西部分岐竹路が分岐する交点部分

およびその周辺においては地表ド0.5mにおいて暗

褐色粘質土を地山として北西から南束に延びる溝や

ビットが検出されたまた分岐部西端においては竪穴住

居と思われる毅土を検出した． i1,Iiや竪穴住居は工事によ

る掘削が避けられないため．熊本市教育委貝会文化振興

課へ連絡し．立会調究の中で記録することになった．調

査では竪穴住居は悛土を0.05m削っただけであるが．溝

部分は溝下底まで調究し， さらに地表下1.lmまで地,1,
を掘削した．辿物としては土tili器，須恵器が出土した．

南部は南北に延びる幅0.8~0.9m,長さl.7~3.9111の排

水舒路を4本掘削するものであった．掘削深度は0.55~

0.6mで，掘削したのは転圧を受けて硬くしま った現代

埋土であった．辿構 ・辿物の検出はなかった．

8. （黒艇北）北地区学生会館中庭インターロッキ

ングブロック復旧工事に伴う立会調査 (1515)

く調査期間＞

2015'.iFlUJ 16日

く調査面積＞

19.6面

く調査員＞

松田光太郎・吉留 広

く調査概要 ・結果＞

台風15号の影評で倒れた．北地区学生会館A棟南側の

センダンの木を除根し．周りのインターロッキングプ

ロックを復旧する工事に伴う立会調1tである．

北地区学生会館A棟から14111南側に位骰する本地点に

おいて直径4.6111のインターロッキングプロックと．

写真30 作業風景（南東より）

第rr迂調査の記録
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範囲内に設悩されていたサークルベンチを撤去し．巫機

で掘削をおこなった地表下0.75m掘削したところで

東側半分に古代の包含府と思われる黙褐色土が確認され

た当初の予定では除根となっていたが．包含／曽への影

牌を考え現状で切断し．調森は終了した．

辿構 ・辿物の検出はなかった．

写真31 包含限検出状況 （南西より）

写真32 掘削状況（北より）

'"" 

9. （黒髭北）黒斐北E1 （全学教育棟）西側イン

ターロッキングブロック復旧工事に伴う立会

調査 (1516)

く調査期間＞

2015年11月26日

く調査面積＞

27.3rri 

く調査員＞

松田光太郎・吉留 広

く調査概要 ・結果＞

台風15号の影評により倒れた．黒髪北E1棟西側のヒ

マラヤスギを除根し．周辺のインターロッキングプロッ

クを復旧する工事に伴う立会調森である．

黒嬰北El棟の西側の道路の擁壁角を基点として西

第II章調査の記録

iilI)に4.2mまで 北側に2.7mまでの範圃を深さ0.7~0.8111

掘削した．途巾批乱Jllしl_：を含まない地11」のような土を．

プロ ック状に確認したがこれは地下の根が倒木の際に

土IF1を逆転させたものと息われる．辿物の有無を確認し

ながら掘ilillをおこなったが検出されなかった．

写真33 作業風景（南西より）

写真34 根釣り上げ状況（南よ り）

写真35 掘削状況（東より）



10. （黒俊北他） 電カデマンド等計測システム （電

気 ・水 ・ガス）取設工事（黒斐） に伴う立会

調査 (1520)

く調査期間＞

201511::.lJJL] ・ 6LI 

く調査面稲＞

172.5111 (111.5面焦愛1¥i地区も含む）

く調査員＞

松田光太郎 ・吉留 ｝L、.

写真36 No.①作業風景（西より）

写真37 No①東半掘削状況 （南東より）

写真38 No．①西半掘削状況（東より）
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く調査概要・結果＞

電カデマンド等叶測システム取設工事 （黙髪）に伴う

立会調在である．本］口Ji-は10箇所の掘削からなるが教

育学部東教楊も含まれていたため．立会が必要なのは8

箇所であった．黒要北地区にはNo①～⑥の6箇所．焦晏

南地区にはNu⑦ • ⑧の2箇所ある． ここでは馬晏北地区

の6箇所を報告する．

No①は共）ll棟黒炭6から化学夷験場北側の桝にかけて

配線を設低するための掘削であった．掘削部分の1111,iは0.

写真39 No②1区作業風景（北西より）

天:--,．
マしし場・

写真40 No．②1区掘削状況（西より）

写真41 No.②2区作業風景（南より）

第lI章調査の記録
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45m. 長さは全体で27mであった．掘削部分は共）l］棟黒

嬰 6から北西方向にllm延び．そこ訊折点を設け．方向

を東西方向に変えて16m直線的に延びるものであった．

掘削深度はそれほど深くなかったので上述の屈折，点を

境に東半llm部分と西半16m部分に分け．束半において

長さ4.6m. 西半において長さ8.5mの掘i'illに立ち会っ た．

東半は駐車場になっている所であり．地表 ド0.35mまで

掘削したが 上位の0.25mは砕石 ・アスファルト．下位

のO.lmは山砂が入っているだけであった．西半の立会

写真42 No② 2区掘削状況 （南より）

写真43 No．②3区掘削状況 （南西より）

写真44 No② 4区掘削状況（東よ り）

Fi 

第1I産調査の記録

箇所は芝生となっていた地表下0.2111は現代埋上．そ

の直下に石灰が水平に入っており．その下位は西側で

はロームプロ ックを含む批乱」ら東側は小嵌 ・焼土 ・炭

化物を混じる馬褐色土が存在していた．．［I．＼褐色土も礫の

含有から近代～現代の所産と考えられた．辿構 ・辿物の

検出はなく．包含）屑にも影押しないことから．立会を実

施しなかった箇所も含め，全域的な掘削を了承した．

Nu②は北地区学生会館A棟西側辺を 出発，I~［と して現

有するアスファルト逍路に向かって西進し．逍路に至っ

写真45 No③作業風景（西より）

写真46 No．③掘削終了 （西より）

写真47 No．④作業風景（南西より）



てからはアスファル ト道路をIfiドし．束i虹に走る逍路と

の交淡点で西に 1lIIがり ． ~I閥髪北サークル棟 l に土る配線

のJJI!，没に伴うものであった． l ～ 4区の 4箇所のトレン

チ掘j'jljに吃ち会った． 1区は学生会館j＼棟l1り側に設定し

たもので幅0.5m. •長さ5.0m . 深さ 0.4m掘削した． i）:Il

削した土は．学生会館近くは全て現代J~I !•土．アスファル

ト道路との交、1,',1,．付近は L．．位より砕石， 11|｛沙．礫を含む現

代の黒褐色十．であった． 2似は学生会館A棟IY，iの広場の

1Jlj側のアスフ ァルト逍路部分に設定した． 1111,¥0.5111. ±乏

写真48 No．④掘削状況 （西よ り）

写真49 No⑤作業風景（南よ り）

写真50 No.⑤掘削状況（東より）
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さIO.Omの範l用を地表下0.4mまで掘削した．掘削した土

は．上位より砕石．山砂， 礫を含む近代～現代のII糾褐色

-,．．であった． 3区は交差点部分で． アスファル ト・道路下

を輻0.5m. 長さ9.4m．深さ0.4m掘削した．掘削した土

は上部が砕石．下部が1li1褐色土ないし焦褐色土であった．

賠褐色：,...黒褐色上は礫を含む現代の所賄であった． 4 

似は¥I,＼嬰北サークル棟l付近に設定したもので幅0.5111.

lとさ4.4m. 深さ0.4mである． l箇所だけ近代～現代の

狸上があったが 他はみな批乱士であった．辿構・追物

の検出はなく，包含陪にも影牌しないことから，立会を

実施しなかった箇所も含め，全域的な掘削を了承した．

No③ は閑檄安全センターの建物北辺から西に11.2111,

配線を設骰するための掘削箇所であった．掘削の幅は0.4

~0.5m. 深さは0.4~0.5mであったが．洒側の一部は深

さ0.8mまで掘削した．掘削したのは大部分が現代埋土

であったが諒l：車楊の縁石直下付近に地表下0.4111で黄

褐色ローム士が検出された． ローム而で辿構確認をおこ

なったが追構はなかったので地表下0.5mまでロー

ム土を掘iりljし．終了した．辿梢・辿物の検出はなかった．

Nu④は全学教育棟の西壁から北西に向かって配線設i荘

川の掘j'jljをするものであった．掘削部分の幅は0.5111,

写真51 No．⑥作業風景（南より）

写真52 No．⑥栗石検出状況（西より）

第II章 調査の記録
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深さは0.4m. 全長19.3mあるが，迫路部分の10.0m.歩

迫部分の2.0m. 芝生部分の7.3mからなる．歩道 ・芝生

部分で掘削したのは令て現代JlJ!ヒt．．道路部分で掘削した
のは撹乱と、近代～現代の暗褐色土であった．

No．⑤は設備 ・竹理柚と全学教育棟の間に配線を設置す

る箇所であった．両棟の外J乱の犬走はコンクリート内で

配線ができるとのことであったので両棟の犬走間の約

5.3111が上の掘削箇所であった．東側半分に関し．長さ

2.3 m. 1JJirl0.4 mの範lIIを地表下0.45mまで掘削した．掘

削したのは礫 •砂・ 炭化物 ・ 瓦片を含む現代の黙色土で

あった．洒半分も同様の状況が予想されたので西側は

•Ii’.！重に枷消lj を進めるよう指示 して．立会を終了した．辿

構 ・辿物の検/I,1はなかった．

No⑥は共用棟黒髪5と保他センターのIM]に配線を設悩

するための掘削箇所であった．共用棟黒嬰5の犬走の東

辺と保健センター西側の犬走の西辺とをつなぐように．

l|Jhio.5m. Lとさ2.2111の範囲を掘削した地表下0.25111掘

り下げたところ，共JIj棟黒嬰 5寄りの位骰で栗石の集和

が検出された，栗石の周りには煉瓦片 ・炭化物・焼土が

あり．建物の基礎の可能性．があるので位協を記録した

その後全体を地表下0.45111まで下げ．掘削を終了した．

辿物は出土しなかった．

11. （黒艇北）武夫原廻り（五高記念館側）フェ

ンス復旧工事に伴う立会調査 (1521)

く調査期間＞

20l6：：l：： 1 J-ll4 I I 

く調査面梢＞

5.8ni 

く調査員＞

松川光太郎・吉留 広

く調査概要・結果＞

台風15号の影評で．文法学部北棟と武夫原の間にある

写真53 作業風最（北よ り）

第rr迂調査の記録

フェンスが傾いたため．それを復II:Iする工事に伴う立会

調査である．損勧の激しい 7箇所のフェンスを建てなお

すことになり．フェンス碁礎部分8似i所の掘i’illが必要で

あった

北から南に． 2m『ll|！州でNo.1~8の8箇所掘削をおこ

なった同じ場所に同規格のフェンスを建てなおすため．

新たな箇所の掘削は必要としなかった．J，し礎を抜き取っ

た後，抜式ショベルで掘方のみを掘削した．範囲は共通

して0.4X0.4mであった．深さは地 1ー：から． NQ7のみ0.3

mで他は0.40~0.45mまでであったそのうち油2に

は石が．NQ7は石とコンクリ ー トが敷かれていたその

ため． NQ7はO.lm工事に必要な深さが足りず．コンク

リートを1ifって施J_．．した．

NQ7の敷石はコンクリ ートを含んでいたことから現代

のものと思われる追物 ・辿構の検出はなかった

写真54 No. 7敷石検出状況 （北より）

写真55 調査区掘削状況（北より）

12. （黒俊北）校舎（旧北地区食堂）改修工事（外

構工事）に伴う立会調査 (1524)

く調査期間＞

2015:it~ 1)こj5. 22日， 1月26日～2月1・ 3 ~24 ・ 

29日



く調査面積＞

412.3面

く調査員＞

松田光太郎 ・吉留

く調査概要・結果＞

広

旧北地区食批をグローバル教脊カレ ッジ棟に改修する

工事のうち．外描工事に係る立会瀾壺である．

工事範囲は旧北地区食拡の北側．南洒illl．南側からな

る．北側は玄関部分とそれ以外に分かれる．

玄関部分は玄関直下と，玄l具l康側の建物外に位骰する

玄閃直下は0.7XQ.7mの範囲を建物床而から深さ0.28

m手掘りで掘削を実施した．文化府の影押はなく．辿

物 ・辿梢の検出はなかった．玄l及l東側の部分は3.QX 4.5 

mの範囲を地表下0.35m掘削したところで建物から離

れた北側においてl.I―;＼色土が検出された さらにその南11lIJ

では地表下0.45mから0.5X 1.4mの範囲でII尚褐色粘質土

が検出された．黒色士の部分からは黒褐色のJI|！土を持つ

ピット 2基が検出された 当初の計両では地表から深さ

0.5m掘削の予定であったが．辿梢の視状條存のため．

当該箇所は掘削深度を浅くして1_．．事を実施した．辿物は

検出されなかったそれ以外の部分はアスフ ァルト舗装

写真56 北側玄関部分作業風景（北西より）

写真57 北側玄関部分掘削状況（北西よ り）
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のため地表下0.2mまで掘削するものが主な工事であっ

た当該部分は1514誰国地点として深さ0.45~0.65mま

で掘削しており．地表―ド0.2mでは包含10には到逹しな

いと判断されることから．再度木こl旦JI・で立会することは

せず．慎重に掘削工事を進めることを了承した．

また同北側において 1箇所，1ril幽側において3箇所．

建物周囲の犬走コンクリートを剥がして雨水枡設・i府の

ための掘削をした．輻0.3111. 長さ0.8mの範囲を地表下

0.5mまで掘削したここに関しては掘削したのは全て

写真58 南側作業風景

写真59 南側側溝東半東端掘削状況 （東より）
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写真60 南側側溝東半掘削状況（南東より）

第1I章 調査の記録
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現代埋土であった辿構 ，辿物の検II,1はなかった．

南西側も15111調査地、点として地表―Fo.5mまで掘削し，

地表 rn.5mまでは現代j肌土 0.5111以下にII灯褐色粘質土

が検出されることがわかっていた外t1，It」文li・では同箇所

を地表下0.2m掘削するのみであるので包含／円には迷

しないと判断し ， •I真前に工事を進めることを前提に．エ

事沿手を了承した．

南側はクランク状に 1箇所屈折しながら東西方向に

長く延ぴる側溝の掘削に立ち会った側溝は建物南東隅

より約20mの位低でクランク状に屈折していたこの屈

折点以束を側溝東半，圃以西を1llIlil1，＇:西半とする．側溝束

半は建物怜i辺に広がる輻1.7mのコンクリート犬走の南

辺に沿って東西方向に掘削したもので 長さは13.lm.

幅は0.8111あった 1l!Ili.Iyi:掘j'jlj部分は東西に走る ヒューム

笠が存在するため，その上部は現代埋土からなっていた

が地表下0.55mにおいて，ヒ ューム岱の掘方とその脇

のII行褐色土の残存を確認した．辿梢は確認できなかった

ので II爵褐色土を1復重に下げたところ，地表下0.65111で

少し黒味の強いII音褐色土を検出したこの段階でも辿梢

が確認できなかったので 蚊終掘削深度0.75mまで人力

で掘削をおこなった 1陪褐色土の残存部が少なく，上而

写真61 南側側溝西半辿構掘削状況（東より）

乏多乏

写真62 南側側溝西半追構掘削状況（西より）

第lI豆調査の記録

写真63 南側側溝西半西端過構掘削状況（南より）

では追構の存在を確認できなかったが．断而観察におい

て側溝．東半の西端には硬化面の存在を確認できたため，

竪穴住居などの辿構が存在する可能性が考えられた．

{Ill)溝西半は建物南辺の犬走からl.lm南側に離れた位

ii'!に東西18.7mの長さをも って設定されたものであっ

た．輻は1.0mであったが西端から2.0mまでの範囲に

は桝が設附されるので桝設骰部分は幅が1.3mあった．

地表下0.5mまでは現代埋土であったが．その下では硬

いll音褐色上が存在したこのII音褐色土は古代の辿物を含

むが．硬化のため．辿梢検出が困難であったそこで似

重に0.6mまで人力で掘り下げたところ．辿梢覆土と思

われる土が検出された． 工事ではさらにO.lm下げる必

要があり，辿構の掘削が避けられないことから，熊本市

教育委貝会文化振郎課へ連絡し， 立会調森の中で記録保

存調森をおこなうことになった当該箇所においては，

その後調査によって，iiYi:3条，竪穴住居11基を検出した．

掘削深度の関係で逍構は全て毅土の途中までの調査で

あった西端の桝設骰部分のみ地表下1.15mまで掘削し

た．

また1llIjii,Ii:西半と建物の間の南北幅l.lmの範囲は地表

下0.2mまで掘削した．掘削したのは現代埋土であった．

13. （黒髪北）総合研究棟（黒斐北N9)改修工

事に伴う立会調査 (1528)

く調査期間＞

2016'.lf 2月12・ 19 ・ 22日

く調査面積＞

311.0吋

く調査員＞

松田光太郎 ・吉留 広

く調査概要・結果＞

教育学部西棟（黒炭北N9)の改修工事に伴う立会調

杏である．校舎の北側．西側． 南側の掘削に立ち会った．



校舎北側は校舎北西隅を基、点に束へ約1.3mの範囲にか

けて．校舎と以北に存在する縁石の間が工事エリアで

あった．校舎北辺から最大5.4m輻の範囲を．地表 FO.2

mまでアスフ ァルト舗装川に掘削した．掘削した土は

全て現代埋土で大部分の範圃が砕石中の掘削であった．

写真64 北側作業風景 （北西より）

写真65 北側東半掘削状況 （東より）

写真66 西側北半掘削状況 （南よ り）
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一部．校舎に平行してロームを含む批乱狸土が存在した．

また調壺区東部において．北東からIfi西に走るコンク

リート製のIH縁石が約5.5mにわたって出現した．追物

は出土 しなかった

校舎北側の西端から校舎西側にかけては．校舎の外墜

に平行してlllli¥1.7~3.0mの範囲を地表下0.2mまで掘削し

たまた校舎西側は中央に所在するスロープを境に．そ

の北il!llと南側において東西輻約1.6mを．地表下0.2mま

で掘削したその結果校舎北西隅付近において釆側へ

写真67 西側南半掘削状況（南より）

写真68 南側作業風景（南東より）

写真69 南側樹木No.1赤煉瓦検出状況（北より）

第1I菜調査の記録
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の突出をもつ南北に延びる赤煉瓦基礎スロープ南側に

おいて南北に延ぴる直線的な赤煉瓦基礎を検出した．1ifi

者については東に延ぴる部分は長さ1.8m, 幅0.5m.南

北方向に延びる部分は長さ4.8m. 幅0.7111が確認できた．

後者はスロープのすぐ削側で1|lhio.6m．南北2.6111の存在

が確認できた．両者は本来連続するものと思われる．ま

た調査区南西隅付近においても赤畑瓦が存在し，赤畑瓦

）甚礎は長くつながる可能性もある．掘削深1文が0.2mと

浅かったので赤煉瓦基礎の上而を検出した程度であっ

たが 1~2段梢まれていることは確認できたこの北

illIl西端から西側にかけて確認された南北に延びる赤畑瓦

甚礎は，第五高等中学校の実測図と対比すると，浴至で

あることが判明した当該赤畑瓦は掘削せずに，工事を

進めることができるとのことであったので，範囲を記録

して工事の継続を了承した．辿物は出土しなかった，

南側は校舎南西隅から約16111の範囲にかけてが工事対

象域で校舎南辺と南の縁石の1月4.2111の範囲を調査した．

まず南側には樹木が5本存在したので東側からNu1 ~ 

5と番号を付し．樹木の根の周りを掘削した．掘削範囲

は各所とも2.0~2.5m四方で，深炭は0.25~0.50mであっ

た．掘削したのは全て現代埋土であったが． No.I ・ 3 ・ 

写真70 南側樹木No.4掘削状況（北より）

写真71 南側すきとり掘削状況（東より）

第II翠調査の記録

写真72 南側赤煉瓦基礎検出状況 （北東より）

4においては南側に赤煉瓦の存在を確認した赤辣瓦

は現状維持したままで樹根を抜けるとのことであったの

で切断しながら，根を恨韮に抜きとった

南側は樹木伐根の後，舗装のため・地表下0.2mすき

とりをおこなった西半は現代埋士内での掘削で済んだ

が東半において東西に延びる赤棟瓦基礎が発見され

た 基礎の規模は長さ4.5m會幅0.7m.赤煉瓦4段が和

まれていることを確認したこの赤煉瓦基礎は第五高等

中学校の厨房に相当するものである．工事掘削により上

から 3段目までは除去せざるを得ないことが判明したた

ぬ熊本市教育委員会文化振典課に辿絡し，立会調査の

中で調究することが了承されたそこで赤煉瓦基礎の記

録を作成しその後赤煉瓦を慎重に外した．赤煉瓦の

大半の煉瓦には 「熊本監獄製造」刻印が押されているこ

とがわかった当該箇所の掘削はアスファルト舗装のI蹄

害となる必要最低限の赤煉瓦を外すのみと しその後

施工を了承した．辿物は赤煉瓦のみであった．

14. （黒堡北）総合研究棟 （黒髪北N9)改修電

気設備工事に伴う立会調査 (1529)

く調査期間＞

写真73 北側作業風景（北より）
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2016介・:2月12日

く調査面栢＞

35.2rri (0.1 rri) 

く調査員＞

杉汁l」)tJ.＜f!|：・せi召／
く調査概要・結果＞

教宥学部西棟 （黒嬰北N9)の改修に伴い．

設iiitするための掘削に立ち会う調査であった．

i府は校舎の北側と南側でおこなわれた．

北側は1528調査地点で掘削 した範囲内のう ち． 校舎北

辺に接する部分において，0.5x0.3m．深さ0.5m掘削 し

た．掘削したのは現代埋土であった． 辿構 ・追物は出土

しなかった

Ifiijlllは1528調森地点の掘削で露出した範囲内でアース

設附ができたので掘削はおこなわないで終了した．

,. 
｝ム

アースを

アース設

写真74 北側掘削状況 （北東より）

'［ 

15.（黒斐北）総合研究棟（黒艇北N9)改修機

械設備工事に伴う立会調査 (1530)

く調査期間＞

2016年2月12・ 19日

く調査面稲＞

写真75 北側作業風景（北より）

22.0111 

く調査員＞

松田光太郎・ 吉留

く調査概要・結果＞

教脊学部西棟 （黒嬰北N9) 

ェ・li・に伴う立会調森であった．

でおこなわれた

北側は校舎北西隅より東へ16.5mの位i性を基点として．

輻0.5mの岱蹄を西）iiiりに約14m掘削するものであった．

写真76

写真77

写真78

．、
,I
-

ー

・

の改修のための機械設備

掘削は校舎の北側と南側

北側東端掘削状況 （西より）

岱
ざ
ー

北側西半掘削状況 （東より）

／
 南側作業風景 （南西より）

第1I章 調査の記録
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東端は0.62X 1.50mの範囲を桝状に地表下0.70mまで掘

削した． ヒューム管が検出され，掘削は終了となった．

東端枡から西へ3.0mまではクランク状に幅0.5m.地表

下0.65mまで掘削したそれ以東は、幅0.5~0.6mで直

線的に掘削したまた2箇所は校舎に接続するように分

岐部を設けて掘削した．掘削は地表下0.55mの深度で行

われたこれらの1薗所において掘削したのは全て現代埋

土であった．

南側は校舎南西端から東へ16.0mの位樅を基点として，

輻0.8mの箭路を西へ約l3m掘削するものであった．東

端は平而形がクランク状をなす．地表下0.80mまで掘削

したが現代埋土であったそれ以外の箇所は直線的に

掘削した地表下0.75mまでの掘削であったが．掘削し

た土は全て現代埋土であった．

北側 ・南側ともに，辿構 ・辿物の検出はなかった．

写真79 南側掘削状況（東より）

“ 

第1I章調査の記録

II -2  黒髪南地区 （図4参照）

1. （黒斐南）本部樹木等撤去その他工事に伴う立

会•発掘調査 (1429)

く調査期間＞

2014年12月12日～2015年7月24日

く調査面積＞

282.4m' 

く調査員＞

山野ケン1傷次郎・ 吉留 広．

く調査概要・結果＞

本部周辺の樹木，挽装． 土問．雨水枡などの撤去と本

部内の甚礎，基礎梁等設樅に係る立会 • 発掘調壺を実施

した．本事業は昨年度に引き続き実施されたもので，調

壺区を 4区に分けている．すなわち建物西側の掘削範囲

が 1区，建物南側が1I区建物東側がII1区建物内の掘

削範囲がW区である．本地点の掘i'ilJ範囲は，後述する

1430 ・ 1436 ・ 1437調査地点と重複しているため，これら

の調壺地点でも上記区分にならってI~JV区の名称を使

用し，必要に応じて11乱々の調査区に枝番号を付した．

2014年度は， I区①およびII区の樹木抜根と移植． II 

区②の浄化梢の撤去， IV区① ・②の現代埋土除去に伴う

立会を実施しており，これについては前年度の年報に詳

細を記載した．今年度は建物西側のI区②と建物東側の

II1区①，建物内のW区① ・②について立会および発掘調

査を実施した．

2014年度の3月末時点で，本調壺地点のIV区②，II区

⑨において，地表下約0.3~0.4mで赤煉瓦基礎が検出さ

れたこの赤煉瓦基礎の由来を大学沿革史等で調べたと

ころ，熊本大学工学部の前身である熊本高等工業学校の

初代本館（以下旧本館）の建物基礎であることが明らか

となった旧本館は1908年に竣工した木造二階建ての校

舎で，建物下部と基礎部分には赤畑瓦を使用していた．

建物内には階段教室や事務室，貫役室，標本室，各種分

析室などが設けられ，熊本高等工業学校の中核を担う建

物だったが， 1923年に火事によって全焼してしまった

この火事の様子は当時の 「九州日日新聞jにも大きく掲

載されており， また大学史上でも事件として取り上げら

れている．その後 1923年9月1日に起きた関東大震災

による赤煉瓦建築の衰退を経て， 1925年に現在の鉄筋コ

ンクリート三階建ての建物が竣工した経緯がある．以上

の点から，今回検出された赤畑瓦基礎は地域や大学に

とってとりわけ重要な辿梢と判断したまた，各調査地

点では地表下0.4~0.7mで須恵器や土師器の出土する
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古代の包含）晋と思わしき黒褐色土が検出され．施工の深

い場所では古代の辿梢の掘i'iりが生じる可能性があった

そのため．4月2Flには熊本市教育委員会文化板典課お

よび熊本県教育庁文化課に現地の視察を受け，本調杏地

!.'.,：と1430・ 1436 ・ 1437調引t地点を合わせて発掘調査へ

切り替えることとなった

I区②では舗装．土IHI.縁石， 1l!lli,'li'等撤去に伴う掘削

をおこなった東西約4.5m.南北約25mの範囲の土Illl

を重機で掘削したところ，調査区北1lllから比蚊的残りの

良い状態で南北6m程の範囲に赤畑瓦基礎が検出され

た本基礎は円礫を多く含むコンクリート ：1~．台の上に 2

段・ 1段と 3段分の根和みが確認できた． i立上段に赤辣

瓦同士を接培するためのモルタルが残ることから．段数

は4段以上あり，上部は破壊を受けたことがわかる．ま

た，建物西監に沿うようにして現在の建物基礎の掘方

埋上中から大岱の赤煉瓦とコンクリートの破片が散在し

た状態で検出された．この状況は現在の建物を建てる

際に破壊した赤煉瓦とコンクリートを掘）j中に大似に

廃瑚したものと考えられる．北側の赤・煉瓦碁礎部分は，

この掘方から西へ0.5m程張り出しているため破壊を免

れたとみられる．赤畑瓦基礎や掘方による破壊を受けた

写真80 I区②北側赤煉瓦基礎検出状況（北西より）

写真81 I区②南側基礎掘方埋土中破片検出状況（北より）

第Il章調査の記録

写真82 I区②南側完掘状況（北より）

← 

写真83 I区②北側古代追構完掘状況 （南より）

箇所は．簡略的な測批と検出状況の撤彩を実施したま

た．工事の施工上．赤畑瓦基礎の最ヒ段 1段分を撤去す

る必要があったため．重機により下段まで破壊されぬよ

う．人力によって 1段分の赤煉瓦を取り上げ．近代辿構

の調査を終了した

本調壺区は本部に関述する排給水や配這の行 ・桝が多

く設けられており ．これらの掘方によって辿構而より 1て

位まで部分的に批乱を受けていたこれら現代狸土を除

去したところ．調査区北側では地表―ド0.4111程で古代の

包含IF1である黒褐色土が検出された． 一方． ，瀾査Ix:|}i1llll

では地表下0.4m程で陶磁器を含む賠褐色士が検出さ

れており．近枇あるいは近代の包含IF1と想定できること

から．調査区中央付近から1¥i側にむけて地形が領斜して

いるとみられた本瀾森区の北1llll5.7mx 3.5111程は．施

工予定深度が地表下0.7111であり ．掘削が古代の辿構ま

で及ぶため．この範囲の発掘調壺を実施した II乍年度か

ら停滞していた樹木 （イヌマキ ） の抜根は．包含,~りを掘

削した段階でチェーンソウで根切りし．屯機により撤

去した．追構而は椋高約18.35111で検出し．辿構として

複数のピットと．龍付きの竪穴ttl，乃が 1基検／I¥された．

辿物として土師器や須忠器が11',-Kしている．



IV I><-．① ・②は．それぞれ建物内の東西沢において2x

7.5mの範囲の コンクリート床を撤去したのち床下に

2.5 X 7.5mの調介区を設けたまた．この調究区を北11[Il

へ延艮し．本部の北側廊下の直下にも 2Ill X3.5mの調

1t区を設けた．施工深度が1.5mと深いため． II乍年度検

出した赤畑瓦碁礎の調査と．古代の辿梢の調究の必要が

生じた．IV区① ・②では地表面から 5~JOcm程炭堆梢

した砂埃状の堆梢土を除去したところ．その下位に灰と

炭片が視じる黄褐土が蔽＜堆桔する ことを確認できた．

写真84 IV区①炭灰混土検出状況（東より）

写真85 IV区①赤煉瓦基礎検出状況（南東より）

写真86 IV区①完掘状況（北より）
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この士／竹は1925年に竣工した現在の建物の基礎掘方に切

られる一方赤煉瓦基礎の上に堆梢することから． 1923

年に旧本館が焼失した際の残土の可能性が翡い．このこ

とを示すように．炭灰混土からは．ガラスや鉄釘．被熱

した木片など木造校舎に関連する追物が出土 している．

また各調査区では独立した赤畑瓦），蒻礎が検出された他．

同じく柱などの基礎の役割を持つであろう0.5ml!..!:I方の

コンクリート板が確認されたこのうちIV区②で検出さ

れた 3基の赤畑瓦基礎はコンクリートの土台の上に 2

写真87 IV区①北側廊下部分完掘状況 （西より）

写真88 IV区②赤煉瓦基礎検出状況（南より）

写真89 IV区②赤煉瓦基礎下栗石検出状況 （東より）

第II迂 調査の記録
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段 ・2段 ・2段と 6段分の根梢みが認められ，最下段で

0.7m x0.7mを測る． この赤煉瓦を支えるコンクリート

の土台が0.2m間隔で東西に配されており ，II]本館の部

屈盤を支える木柱の基礎と想定される．いずれの赤煉瓦

），随礎も 1図而 ・写真によるfifi易な記録の後，赤煉瓦を人力

により取り外した．さらにコンク リー トの：lー：台は削宕機

によ って撤去し，その下部構造を確認したところ，拳大

の1り礫が東西3基の赤練瓦の下部に敷き詰められている

様子を確認できた．

写真90 N区②近代遺構完掘状況 （南より）

写真91 IV区②完掘状況（北より）― i 良

写真92 JV区②北側廊下部分完掘状況 （東よ り）

第Il章調査の記録

写真93 rv区①南側古代追構完掘状況 （北西より）

調壺区南北端では9 []区②の状況と同じく．現在の建

物基礎の掘方に よ る破壊を受けてお り ．掘方J』!•土中から

は赤畑瓦やコンクリートの破片が大虻に出土した．調壺

区北端の廊下直下の掘削では，これら破片を撤去した後

文化｝pれの確認をおこなったが．古代の辿構而まで削平さ

れており ．辿構や辿物の検出はなかった．

lV区① ・②では近代の赤煉瓦基礎の調壺後．地表下

0.25m.オ漿高約18.6mで古代の包含/fliを検出できた．し

かし．辿梢而の検出に際しては，建物内部のため水分が

遮断され， 土穣が乾媒していたため．色調による明確な

差を見出すことが困難であったそのため窃吹きによる

水まきを実施 し，色調や土質によ る差を捉えたところ．

椋高約18.4mで辿梢而を検出できた． 1VI凶① ・②の各地

区で複数のピットを．w区①では竪穴住居l甚を検出す
ることができたただし．竪穴住居は，現存の建物基礎

や赤煉瓦基礎により大部分が破壊を受けていた出土辿

物として土師器や須忠器が出土した．

また．昨年度の1310調査地点での調査成呆以米． 古代

の辿構而を形成する褐色土より下位で，縄文時代の文化

府の有無を確認する必要があったため． IV区① ・②につ

いて部分的な掘り下げをおこなったが．辿構而よ り下位

の上／屑から縄文土器が出土することはなかった．

2. （黒斐南）本部屋外スロープ取設工事に伴う立

会•発掘調査 (1430)

く調査期間＞

2014年12月12日～2015年7月24H 

く調査面禎＞

195.7ni 

く調査員＞

山野ケン 1楊次郎 • 吉留 広．

く調査概要・結果＞

本部の東西への塗装 土間．側溝．．雨水排水岱雨水



桝．屋外スロープなどの設骰に係る立会 • 発掘，翡l究を実

施した．本調究地点は建物西側の I区，東側のIll区に分

かれており ．1429 ・ 1437調孔t地，1．’.，：の調査範囲と重似して

いる このうち T I~．．の調壺成果については1429調杏地点

の報告に記載したまたm区の説l1t成呆については．説
明の混乱を避けるためこちらに応山I設した．建物東側のm
区①は．1437調森地点の調壺範圃と可｛複しているが掘

削深度がより深いためこちらに記載する．

本調査区は本部の東側に位 ,i•',' し ． 南北約23111. 東幽約

写真94 rn区①重機掘削作業風娯 （北より）

写真95 III区①北側壁面部分赤煉瓦基礎検出状況（東より）

写真96 皿区①南側壁面部分赤煉瓦基礎検出状況（東より）
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4 111の調壺区に．排水竹に伴う掘削のため．調査区北側

に2.lmx 1.3m.南側に4m x0.75mの調究区が付随する．

掘削予定深度は北端で0.6111.南端で0.9111.また．スロー

プ設ii/｛個所である調布区西側建物沿いは0.4m. 中央部

は0.2111であった．本調杏区でも． I区と同様に赤煉

瓦基礎が地表下0.3~0.4111で 3箇所に検出された 一

つは瀾介lX：北端から4.5111南側で東西方向に軸を持つ赤

煉瓦），り礎が2.4m程検出された．既存の配行により． 一

部が破壊されているが 3段分の根和みが確認できた．

写真97 III区①独立赤煉瓦基礎検出状況 （東より）

写真98 Ill区①完掘状況（南より）

写真99 田区①完掘状況（北より）

第II迂調査の記録
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また．この赤煉瓦基礎に対応する東西方向に！l哺を持つ赤

姉瓦基礎が．9.6mT¥iの位骰でも検出されており．両基

礎がそれぞれ熊本高等工業‘学校IF1本館の東炭の南北壁を

支えた基礎と想定できる．また．｛J麟区北端から13.5m

程南側では 1429澗究地点のIV区でみられたような独立

した赤煉瓦基礎が1基検出できたいずれも掘方を検出

し．・}li!.土掘削した上で簡易な測斌を実施している．本調

壺区では古代の包含悩はほとんど削平されていたが．

辿構而を地表下0.4~0.5111で検IIiした．古代の追構とし

て調査区南側に複数のビットと東西方向の溝を検出

した．辿物として陶磁器．須也器．鉄器古銭などが出

土した．

3 （黒髪南）本部エレベーター棟増築工事に伴う

立会•発掘調査 (1436)

く調査期間＞

2015介：：1月7日～6月2IJ 

く調査面積＞

60.3nf 

く調査員＞

山野ケン1楊次郎・ 吉留 広．

く調査概要・ 結果＞

本部南側へのエレベーター棟i,；(1築に伴う基礎工事と地

盤改良に係る立会•発掘調査を実施した．

施工上，基礎工事で6.7mx 9 mの範囲を地表下0.7m

まで掘削した後地盤改良で基礎工事の調査範囲内の5

m X 8 m，深さ5.5mまで杭打ちを実施する予定であった．

また基礎工事の西側および南側は，1437調査地点の排水

管設似に伴う掘削範囲と接するため．これら 3つの工事

範囲を II区⑨と総称し調査した． II区⑨の周囲に設けら

れた1437調査地点の排水箭設憐に伴う掘削範囲について

も． 1436調査地点の調杏区と辿結するため， こちらに詳

細を記載する． II区⑨の北束側に3.8mxl.3mの調究区

写真100 Il区⑨近代追構検出状況（北より）

第1I章調査の記録

を設けIJIi⑩とした．1J区⑩の東端から南側へ延びる4.7

mxlmの1JI，l究区を n区⑪とした． IJ区⑨の南茉角から
束方向へ延びる約9rn x 1.5mの調究区を［I区⑫とした．

II杞噂の調脊l-1. IT区⑨南壁付近で地表下0.3~0.4

mから5・ 6段梢まれた赤煉瓦基礎を検出していた． 今

年炭．LI区⑩～⑫と調壺区が拡大し．梢究をおこなった

結果赤煉瓦基礎の構造と配i性を把握することができた．

〇区⑨の南端から 1J区⑫にかけては東西方向に約

17.2mの範囲で赤畑瓦基礎か検出された．赤煉瓦基礎は

写真101 II区⑫赤煉瓦基礎検出状況（南西より）

写真102 JI区⑨階段部分検出状況（西より）

写真103 Il区⑫灰炭混士出土過物検出状況 （南より）



11区⑫の束端から約1.5mの位i代で1/11，IIIIし，調森区北僅

に向かって伸びている．これらは熊本邸鈴工業学校ILi本

館の南側張り出し部の墜の払礎と想定される．またこの

基礎は， n区⑨南西角から東へ5.2mと7.0rnの位i社でコー
ナーを持ち．調f_Iミ区南壁に向かって伸びている．束洒約

l.8111の張り出し部で． IFI本館南側の階段の基礎だと想

定できる． これら赤煉瓦枯礎の附」こには1V区でみられた

ような灰炭況土が5cm程堆柏しており ．：：：I：中からは沿け

たガラスや鉄釘青銅破片．近代1淘磁悩片．瓦片．碁石．

写真104 II区⑨独立赤煉瓦基礎検出状況 （東より）

写真105 JI区⑨通し柱部分赤煉瓦基礎検出状況（南より）

写真106 Il区⑪コンクリート板基礎検出状況 （南より）
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写真107 II区⑨近代遥構完掘状況（南より）

写真108 JI区⑨完掘状況 （北より）

硯なども検出されたいずれも1923年の旧本館焼失の際

の残留物と考えられる．

この他l辺0.7m程の赤炒頃の独立基礎が3甚検出さ

れたまた後枇の撹乱により取り壊された赤畑瓦基礎

の掘方が3基検出された．これらが階段部分の基礎の南

北中心iliillから東西1.5mの間隔を設けて北側に配ii1,:され

ており．2基が南北方向に 3列．計6基の独立した赤畑

瓦甚礎が存在したことが確認できたいずれも枠i!Jlllの階

段へ辿じる旧本館廊下部分の東西の槌を支えた木札の枯

礎と想定できる． また． IJ区⑨南西角から束に3.2111.

北にl.lmの地点では 他の独立基礎より 一回り大きな

1 m x0.9mの赤畑瓦基礎を 1基検出した．検出位骰と

構造から．建物一階から二階にかけての通し柱の基礎と

考えられる． このほか．II区⑩では調究区西側に赤棟瓦

基礎のみ撤去されたコンクリー トの土台が1基検出され．

n区⑪では調査区西槌に沿って．1.5m間1隔で0.4Ill四方
の2基のコンクリート板が検出されたいずれもIH本館

の甚礎と考えられる． り区⑨では地盤改良部分にl具lして．

古代の包含陪および辿構の掘削を実施した． IJ I凶⑨の広

い範間で後・他の批乱が認められ．古代の包含｝罰や辿構の

残存はごくわずかであった．辿構と して古代の住居の南

第II章調査の記録
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西角隅や複数のピッ トが検出されている．

忠器や土[iili器が出上した．

逍物として須

（黒斐南）本部改修その他機械設備工事に伴う

立会 • 発掘調査 (1437)

く調査期間＞

2 0 1 5 ・イ1:: 1 月1 4 日～ 9 月7 日

く調査面栢＞

102.0面

く調査員＞

山野ケン l拗次郎 • 吉留

く調査概要 ・結果＞

本部周辺の給水 ・ 排水箭の新設に係る立会 • 発掘調究

を実施した．調究は1429調査地点で設定した T・ rI ・ III 

区に分かれており． 1429・ 1430 ・ 1436調査地点の各調査

範囲と韮複する部分が多い． I区は1429調究地点の II区

② とほぼ重複しているため．そちらに調査成果を記載し

た． I]区の掘l'ilJ範囲は1436調杏地点の II区⑨の周I用であ

り．混乱を避けるため．そちらに調査成呆を記載した．

lil区① もl430調査地点と大部分が狐複しているため．上

記と同様の理由でそちらに記載した．

4. 

広．

（黒槃南）黒艇南C7 6階実験室電源その他

工事に伴う立会調査 (1506)

く調査期間＞

20]5年6月29日

く調査面梢＞

40.8対

く調査員＞

松田光太郎 ・吉留

く調査概要 ・結果＞

黒殿南C7の6階実験室のアースを設置する工事に伴

う立会調森である．

5. 

広

写真109 作業風景（南西より）

馬晏南C7の南東隅から東に2.7m.南へ0.8mの所を

基点に建物と平行に西へ9.3m.1j1fii0.8mの掘削をお

こなった掘削深度は地表下0.7mであった．掘削した

のは現代埋土のみであった当該部分の掘削をおこない．

アース設 i性が行えるとのことであったので 立会は以」 •9

をもって終了した．辿構 ・辿物の検出はなかった．

写真110

写真111

掘削状況（西より）

南東部掘削状況（南東より

6.（黒艇南他）台風15号に伴う樹木復旧作業に

伴う立会調査 (1510)

く調査期間＞

2015年9月15日

く調査面積＞

42.3111 (39.7面）

く調査員＞

松田光太郎 • 吉留

く調査概要・結果＞

台風15号により倒れた樹木の復1H作業のうち．黒嬰地

区の所在する 7本の樹木に対する復旧作業に伴う立会調

1tである．黒嬰南地区では6箇所 (NQ①～⑥）に1及lして

掘l'ill．立会をおこなった

NQ①～④は工学部 1号館の中央南の中庭にイギ在する．

広

第1I章 調査の記録



束よりNQ①．②．③．③の北側をNQ④ とした．

油①は樹木を中心に． 2.8mの円圏l}、Jに． l|liio.5~l..4m 

の溝を掘るものであった深さは地表下0.6mまで掘った．

掘i'jljしたのは全て現代J!l!-I-：であった．

Nn②は2.7X2.7mの範圃に．0.4~1.2mの溝を札Ii削する

ものであった溝の深さは地表下0.5m.掘削 した土は

現代埋土であった．

Nu③は小さな石碑のすぐ世隣の樹木を対象としたiKIifill

箇所であった．東西2.5m.南北2.3mの範IJ11において．

写真112 No①～④調査区作業風景（南東より）

写真113 No．①掘削状況 （南東より）

写真114 No．②掘削状況 （南より）

35 

輻約0.4~0.7mの溝を．深さ地表ド0.45mまで掘るもの

であった．掘iillした土はや軟らかい現代埋土のみであっ

た．

No．①はNo.③北側に所在する．東西3.9m. 南北3.lmの

範1)|1に，輻0.7~1.Zmの溝を方形に掘削した．深さは地

表下0.65mである．掘削したのは現代埋土であった．

油⑤は 1五学部1号館の削西隅より ，西に 5111付近にイ千

在する樹木の周りを掘削するものであった．東西2.2m、

南北2.5mの範間において．輻0.25~0.Smの溝を掘った

写真115 No③掘削状況（南より）

写真116 No．④掘削状況 （南より）

＼ 

,, _, 

写真117 NQ⑤作業風景 （南西より）
ク
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深さは地表下0.7mまでである．掘削した土は撹乱およ

び現代」~I!_」：であった．

畑Q⑥は理学部2号館中央北側の出入口前のスロープの

西側にある樹木を中心としたものである．範囲は東西2.0

m.南北2.6mほどあり．樹本を中心にその北側．如l[IJ.

南側にかけてコの字状に輻0.4~0.8mの社1iを掘削 した．

溝の深さは地表下0.45mであった．掘削した土は．上部

が1i印． 下部が現代jl1!•土であった．

No.①～⑥まで全てにおいて．辿構 ・辿物 の検出はな

写真118 No⑤掘削状況 （南より）
ー-q・;

写真119 No⑥作業風景（西より）

写真120 No⑥掘削状況 （北より）

第II章調査の記録

かった

7. （黒斐北他）電カデマンド等計測システム （電

気 ・水・ガス）取設工事 （黒髪） に伴う立会

調査 (1520)

く調査期間＞

2015'.イF1月12日

く調査面稲＞

I 72.5面 (lll.5面 黒髪北地区も含む）

く調査員＞

松川光太郎 ・吉留 広

く調査概要 ・結果＞

池カデマンド等計測システム取設工事 （黙髪）に伴う

立会調1tである．本工事は10箇所の掘削からなるが教

脊学部東教場も含まれていたため．立会が必要なのは8

箇所であった黒愛北地区にはNo①～⑥の6箇所．煤嬰

南地区にはNu⑦ • ⑧の2箇所ある．ここでは黒嬰南地区

の2箇所を報告する．

函⑦は共用棟黒髪 4 の西辺と総合•Ifi報統括センタ ーの

北辺の間に配線を設齢する工事箇所であった．掘削部分

は輻0.4m. 長さは全長15111であった．掘削部分は共川

写真121 No．⑦作業風景 （南西より）

写真122 No．⑦共用棟黒棲4西側掘削状況 （南より）



棟黒嬰4の西辺付近では南北方向に前線(Iりに延び．南端

で屈折して怜j東に方向を変え．総合梢報統括センター北

辺に至るものであった．共川棟黒髪4l虹辺付近では地表

下0.5mまで1}；llfiIlしたが．掘削した」：は上半0.35mまでは

現代埋土下半0.5mまでは近代のII名褐色土の硬化した

ものであった．総合佑報統括セン ター北側では東西． I中j

北方向に走る配箭が多く存在した地表した0.65mまで

掘削したが掘ったのは現代且Iltであった．
No.⑧は水孔l！実験棟の匝辺から南下し．南にあるポンプ

写真123 No．⑦総合情報統括センター棟北側掘削状況（西より）

写真124 No．⑧作業風景（北西より）

写真125 No⑧北半掘削状況 （北よ り）

37 

写真126 No．⑧南半掘削終了 （南より）

室へ接続する北半と．ポンプ室南辺から南の桝に向かっ

て南側に延びる南半の掘削部分からなっていた．北半は

南西隅のマンホールを基点に，水理実験棟西側の犬走に

沿って南下するもので，幅0.5 m. •長さは1 1.6m あ っ た ．

地表下0.4~0.5m掘削したが 全て現代埋土であった．

南半はポンプ至南辺から輻0.4m．長さ5.2m. 深さ0.4m

を直線(lりに掘削した．

No⑦ ・ ⑧とも追梢 ・辿物の検出はなかった．

8. （黒幾南） W7排水設備改修工事に伴う立会調

査 (1523)

く調査期間＞

2016{ド3JJ 111:I 

く調査面栢＞

10.6ni 

く調査員＞

松田光太郎・吉留 広

く調査概要・結果＞

黒髪南地区の中央工場B棟 （黒嬰南W7)から．3.65

m北側の既1fの雨水管に．排水施設をつなげる工事伴う

立会調壺である．調究した4箇所はみなト レンチ状をな

写真127 作業風景（北西より）

第1I章調査の記録
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す．

i虹から．l．3x 1.9mの範l!11を深さに0.40~0.45mまで．

0.80 X 4.45mの範囲 を深 さ0.3~0.Llmまで．0.80X 3.65 m 

の範囲を深さ0.3~0.45111まで． 0.?0x3.65mの範囲を深

さ0.30~0.45mまで掘削した．

いずれの掘削も現代埋土内におさまっており．文化）け

への影押はな く．辿構・辿物の検出はなかった

写真128 トレンチ掘削状況（北より）

第1I章調査の記録

II -3  本荘北地区 （図5参照）

1. 66kV銀座橋熊大医学部線鉛被 OFケーブル改

修工事に伴う立会調査 (1423)

く調査期間＞

2015{ド8月17・ 18 ・ 24 ・ 27. 9月2日

く調査面積＞

148.2面

く調査員＞

松田光太郎 • 吉留広

く調査概要・結果＞

熊本大学医学部から銀座橋付近に．鉛被OFケープル

を設樅する工事に伴う立会調究である．調査地点は特別

高圧受俎束棟の．東側から北側にかけてであり．掘方範

圃の平而形は， くの字型に1111がっていた．幅は1.2~1.4 

mで南北軸16m.東西li1hl9mの範囲を地表から0.75~

2.10mの深さで重機掘削した同地点は2014年度の調杏

を引き糀いでいる， IJI濯隣箇所の竪坑北側から掘l'jljを阿

|｝flした．コンクリート まじりの撹乱埋土を除去したとこ

ろ竪坑北側の矢板から3mの範囲に．地山と思われる砂

写真129 作業風景（南西より）

写真130 遥構検出状況（東よ り）
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｝団を確認した詳しく調べると．竪坑北側の矢板から北

に1.4mまでII音褐色砂｝1''1.1..4111~2.0mまでにぶい黄褐色

砂}¥'1.2.0~ 3.0 mに貨褐色砂陪が撹乱川!.:l：に斜めに削平

された形で存在していたそれぞれ検／lJIした深さはII音褐

色(i少｝けが2.lm. にぶい黄褐色砂｝習が2.lOm~2.00m. 黄

褐色砂府が2.00111~ 1.95111であった．ここで確認したII音

褐色砂府は，にぶい黄褐色砂府を切る形で検出されたた

め辿構であると息われる．検出而が既定の2.lmに達し

ていたため掘削はおこなっていないが上端が北東ー南

匝の方向軸であることから． 2014年1文検出された溝の上

端部分の可能性がある．その後掘削深度は．掘削を再r}｝l

した部分から徐々に浅くしていき．竪坑から北1jIIll2mに

かけて地表下 lmとした北側9m付近から12111付近の

範ljt1で地表下0.65~0.75rnにかけコンク リー トを含まな

いII行褐色砂賀土が確認された．包含府の可能性があった

ため•t真重に掘削したが 1吋汁から礫 · ガラス ・ プロ ック状

のものを多く含む）t1を確認したため新しいものと判断し

た．この）習は． 2014年度確認された「~J:11 り起こした発生

土」と息われる． 「¥i北！liillの残りの4Ill. 東四liillの東から

14111は同様の礫 ・ガラス ・プロック状のものを多 く含む

府をベースに さらに上からの撹乱が入る状況であった．

写真131 南北軸掘削状況 （北より）

r編

写真132 東西軸掘削状況（北東より）

第II迂調査の記録

東西lillの残りの5111の範IHIは，姐気配行のための山砂で

あった．辿物は怜i北刺lの北端付近から近代の（懃悩片を検

出している．

2. （本荘北）臨床研究棟新営その他工事（地下躯

体撤去・擁壁設置） に伴う立会調査 (1425)

く調査期間＞

2015年7月29日

く調査面積＞

1.655.0rri (20.2面）

く調査員＞

4公田ぅtJ、J且Ii• 吉留 Iム―

く調査概要 ・結果＞

昨年度実施区の東端に残っていた防火水柏の撤去工事

に伴って実施した立会調究である．4.4mX4.5mの平而

形を有する防火水柏の西側は昨年炭掘削済であるため．

防火水柏の北 ・東・作i辺において l|liiil.4~l.5m掘削し

た． 北辺は地表下3.5111.南辺は同3.2111で防火水梢の1く

底而が検出されたまた東辺は地表下0.8111で箭が検出

されたため．管上而で掘削を終了したが． それ以下はコ

ンクリ ート の祈りで防火水槽は除去できるので． 0.8111

写真133 作業風景（南より）

写真134 掘削状況（西より）



までの掘削で終了となった．」こ事による掘削は防火水梢

設ii'1時の埋土の掘削だけですんだ．北辺の掘i1ill範l用の北

隙は地表下1.2111で黄褐色砂質土が露出 したが ［事の

掘削はそこまでは及ばなかった．辿梢 ．辿物の検／1＼はな

かった．

写真135 北辺包含府検出状況 （南より）

3. （本荘北）臨床研究棟新営その他工事（本体工

事） に伴う立会調査 (1426)

く調査期間＞

2015年11月2H 

く調査面積＞

2.141.0面 (20.1ni) 

く調査員＞

松川光太郎 ，吉留 ）ム・

く調査概要・結果＞

昨年度に引き統く立会調査で臨床研究棟木体の東端．

旧救急棟と接する部分を深く掘削する工事に伴い尖施し

た調壺である．

旧救急棟の西側に 東西4.2m.南北4.8mの方形の範

間を地表下1.2mまで掘削 した 掘削したのは1Fl6病棟

および旧救急棟建設時の埋め土と思われる撹乱士であり．

写真136 作業風景（南西よ り）

辿構 ・辿物の検出はなかった．

写真137 掘削状況 （北東より）

写真138 掘削状況 （南より）
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4. （医病）管理棟改修その他工事（撤去）に伴う

立会調査 (1432)

く調査期間＞

2015イl: ・ 6月24日

く調査面租＞

279.7ni (5.2ni) 

く調査員＞

松Ill光太郎 ・吉留 l公

く調査概要 ・結果＞

外米臨床研究棟を管理棟に改修するため， 外来臨床•Ti)[

究棟内およびその周辺に存在する不要な構辿物を撤去す

る1：事に伴い実施した立会である．本調壺は前年疫に引

き続き実施したもので今年）文の調査は調壺地区の北東

側に位ii11'する トラップを撤去する工事に伴うものであっ

た． 調介は，同じく箭理棟改修その他工事に伴う1442

調森地］，閉と合わせて実施した，

対象箇所は2.9X 1.8mの範IJ11であった，掘削したのは

現代Jll!•土のみであった辿構 · 辿物の検出はなかった

第lI章調査の記録
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写真139 作業風景（南東より）

写真140 オ屈削状況（北より）

（医病）管理棟改修その他工事に伴う立会調査

(1442) 

く調査期間＞

2015'.tiC: 6月22日～7月31:1 

く調査面積＞

563A面

く調査員＞

松田光太郎・吉留

く調査概要・結果＞

外米臨床研究棟を箭理棟に改修する工事に伴う立会で

ある．立会箇所は建物南側の玄閲部分．その両側のス

ロープ部分．建物北西側の屋外階段部分からなる．

玄関部分は東西7.0m, 南北5.5mの範囲lを掘削 した．

大部分は撹乱埋土であったが地表下0.5mで．1hl!j'jlj部

の東側に近代～現代の土が存在していることを確認した

さらにt}'glTIに掘り下げたところ．地表下0.6mで近代～

現代の焼土／曽が確認できた． 焼土陪を記録した後 さ

らに下げたところ．地表下l.0mで古代の包含悩が確認

でき．辿構の存在も把握できたそこで熊本市教宥委員

会文化振映課へ連絡し，立会調壺の中で記録をおこなう

5. 

広

ことになった 当該箇所についてはわずかな1f1i枯であっ

たが， ilyi:2条．竪穴住居3枯ピットが検出された．

スロープ部分は玄関部分の東西両側に存在するもので

ある．玄関部分の東側では建物I*i1llllの塀からI.Om.2.3 

mi¥iの位iiItで．それぞれ3.0x 3.0m. 1.7 x 1.9mの桝を深

さ0.5mまで掘削した．掘削したのはいずれも近代～現

代の土であった．掘削範囲の北側は建物に近いためか現

代の撹乱土が．幅1.5~2.0mが存在していた．玄関部分

の酉側でも， 2.2X l.8111. 1.8 X 1.5111の範Iltlを．地表下0.5

写真141

写真142

写真143

玄関部分作業風景 （南東より）

玄関部分追構確認状況 （南より）

玄関部分溝完掘状況（南より）

第II奎 調査の記録



mまで掘削した．いずれも現代則土であった 当該箇所

においては辿構 ・辿物の検出はなかったそこでスロー

プ部については全面的に施」造を了1iJ平した．

建物北東側の屋外1陪段部分は建物の北辺に接して，

束I)l.jlll雌 5111.南北3.8111の範間が対象域であった．対象

域の東迫西辺において 1、レンチ状に掘削した．束辺ト

レンチは輻l.8111, 長さ 3.7111 の範 I•lI•I を．深さ地表1‘•2.0m

まで掘削した．下部において，ヒューム管．ガス1梵そ

の他配符が確認された．掘削したのは現代J_l]!.-1：のみで

写真144 玄関部分追構完掘状況 （南より）

写真145 東側スロープ部分掘削状況（西より）
r-
t 

写真146 西側スロープ部分掘削状況（南より）
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あった，I肝辺トレンチはIIIiiil..9m，長さ3.8mの範圃を．

深さ地表下2.0mまで掘削した，掘削したのは現代埋土

であっ た束辺•西辺トレンチがいずれも現代の埋士で

あったのでその間は全て撹乱JJl !..:I•：と考えられた 当該

箇所については辿構 ・追物の検出はなかったそこで掘

削していない真ん中も含め．全体の掘削を了承した，

写真147 階段部分掘削状況（西より）

6. （本荘北）臨床研究棟新営電気設備工事に伴う

立会調査 (1502)

く調査期間＞

20151ド5月］8日

く調査面栢＞

77.Srri (33.6ni) 

く調査員＞

松田光太郎 ・吉留

く調査概要・結果＞

広

臨）未研究棟本体の北端．設備箭理棟との間に配笠をす

る工事に伴う立会であった西端におけるハンドホール

2個の設irtおよび，ハンドホールと設備箭理棟を結ぶ東

西に延びるクランク状の配管設・i府のための管路掘削から

なっていた

写真148 作業風景（西より）

第II章 調査の記録
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ハンドホールは東側からハンドホール 1.2とした

ハンドホール 1は1.8X 1.8mの規校を打し． 地表下l.Om

まで掘削した． 掘削したのは全て現代jlI!•土であった．

ハンドホール2はハンドホール1の両側に接するもの

であった南北2.2m,南北1.8m. 深さ地表下1.4mまで

掘削した． il』削したのは現代埋十．であったが最下底而

の北隅において． 0.29X 0.28mの範叫に地山と思われる

黄褐色砂質土が検出された．

管路はハンドホール1の東端から束に長さ19.5m.輻

写真149 ハンドホール1掘削状況 （西より）

写真150 ハンドホール2掘削状況（西より）

写真151 管路掘削状況（西より）

第JI章調査の記録

l.l m掘削し．東端において）j向を南北に変え． l足さ

3.6 111.幅1.4111掘削した． 1>.1li'i1J深度は地表下0.9111であっ

た．掘削したのは現代埋士であった．箭路のうち．南北

方向の狩路では．下底而にガス岱の存在が確認された．

辿構・辿物の検出はなかった．続きは2016年度細続実

施する予定である．

7. （本荘北）臨床研究棟新営機械設備 （その2)

工事に伴う立会調査 (1503)

く調査期間＞

20151μ 5月20・ 21日

く調査面積＞

19.0rri 

く調査員＞

松田光太郎・ 吉留 広

く調査概要 ・結果＞

臨床研究棟本体の北端．設備管理棟との間に配管を設

骰する工事に伴う立会である．配管管路は 2本あった

いずれも北側にある設備狩理棟の南端から南北方向に延

び．臨床研究棟につながるものである．

西側配管はlll扁0.9m. •長さ 8.0m を測 り．中間で屈折 し．

クランク状をなすものであった．屈折部分を中央部分と

し．それ以北の北部分，以南を南部分とする．北部分は

地表下0.65111まで掘削した． ill|i'iilしたのは現代埋土で

あったが北縁には茉洒に走る水道管があり．それ以外

の部分には近枇以降の土の存在が確認された中央部分

も東西に走る水道管が埋設されていた一部コンクリー

トがある部分があり．そこは地表下0.7mまでの掘削と

なったがそれ以外の部分は地表下0.9111まで掘削した．

掘j'jljしたのは全て現代郡土であった南部分は地表下

0.85111でコンクリートが広く検II'1された．掘削したのは

現代埋上であった．施工はその深度でできるとのことで

あったので掘削は終了した．

写真152 作業風景（南東より）



束11¥1]配管は輻l.lm. 長さ1.9m. 南北に直線的に掘る

ものであった．工事対象域内は撹乱が著しかったが対

泉域の北西隅には地』ミ ド0.22mで包含府が確認された．

しかし包含／屑のかからない範囲のみを掘削すれば施工は

できるとのことであったので包含陪は残したままそ

れ以外の部分を地表 l‘•L.0mまで掘り下げた． i)』削した

のは全て現代狸土であった．

2箇所の掘削部分ともに辿構の検出はなかった．辿物

としては土fiili器や瓦が少:ti:：出土 した．

写真153 西側配管掘削状況 （南より）

写真154 東側配管掘削状況（南より）

8. （本荘北）臨床研究棟新営機械設備（その3)

工事に伴う立会調査 (1504)

く調査期間＞

2015年5月18~281-1. 6月4日， 7月6~28日

く調査面積＞

485.0111 

く調査員＞

松田光太郎・古留 広

く調査概要・結果＞

臨床研究棟本1本の周1JIiに配酋を設樅する工事に伴う立

会である．設備管理棟の西側に所在する北辿憎1ふ設備酋
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理棟とII」救怠棟の中間に所在する東部旧救急棟の南側

に所在する1中i束部の3箇所からなる．

北西部は南北に走る共Iiil溝が付近にあり ．幅l.Om.

長さ3.0mの匝線的な掘削部分と．幅0.8111, 総延長20.5

mのL牛状に1111がる掘削部分があった．前者は地表7:

l.lm i)』削 し．共同溝のコンクリートが媒出したので

掘削を終了した．掘削した土は共Iii]i1'li:の埋土であった．

L字状の掘i’ill部分も共同溝や配竹と屯なっており．大部

分は撹乱J~I!+．であった後者は L字のコーナ一部分を 1|I

写真155 北西部作業風景（東より）

写真156 北西部 L字状掘削部長辺掘削状況 （西より）

写真157 北西部L字状掘削部辿構完掘状況（北より）

第II章調査の記録
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心に．掘削範囲の側而付近に包含If’1の残存が認められた．

そこで断面を粕査し．辿構確認をおこなったところ．ii'lj:

や竪穴住居と思われる毅土の存在が確認できた．こ うし

た毅土は工事に際し．削平することになるとのことで

あったので．熊本市教育委貝会文化振煎課に連絡し． 立

会調査の中で記録することになった．澗究の結果この

L字状の掘削部分において． i，1'i:I 条竪穴tl:liii•2基．七

坑 1基． ピッ トか検 出された．

東部に調査は．幅l.2~1.5111.総延長10.8mのL字状

写真158 東部掘削作業風景（北より）

写真159 東部短辺建物基礎掘削状況（東より）

写真160 東部長辺追構完掘状況 （南より）

第JI章調査の記録

に1111がる掘削部と．L字の長辺の中Ill]から西へ派生する

1.2 X 2.Qmの直線状分岐部．浄化押／南掘削部か らな る．

L字状掘削部では地表下0.8mで建物基礎を 2碁を確認

したまたL字状掘削部の長辺では地表下L.2mでi-,'li:l 

条やピットの存在を確認したピットの中には南北に並

写真161 東部分岐部掘削状況 （東よ り）

写真162 東部浄化槽南掘削部掘削状況（北より）
-．鳥、4

写真163 南東部作業風景（西より）



ぶ径0.8m ほどの掘り込み 2),~が検出 され． 古代の掘立

柱建物の柱穴と考えられた．前線状分岐部では地表下

0.8mで近枇以降の砂を含むIlif褐色土が検出され．掘削

底而の地表下l.Omまでそれが続いていることが確認さ

れた．浄化柏南掘削部はL字状掘削部削端にある浄化柏

写真164 南東部逍構完掘状況（北よ り）

写真165 南東部コンクリート検出状況（西より）

写真166 南東部東端掘削状況（南より）
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を避けて拙削された部分で，南側に所在する111救急棟付

近に至るものであった地表下0.9111まで下げたが現

代且1!• Î．． ヒューム箭コンクリートが確認されただけで

辿構 ・辿物の検出はなく．掘削は終了した

南東部はIll救急棟の建物南辺から南へ0.5~0.8mの1.ii:

間に． ll1救急棟にほぼ平行して幅0.8~1.4m.東西長約

]7111掘i'jljした．掘削部の西端は1426調杏地点の掘l'ilJ範間

と接続し．東端は旧救急棟南東隅より西へ5.5111の位附

にある爾水桝に接していた また東端はさらに南へ折れ

1111がり，幅1.5111.長さ1.9m掘削し．南端の桝に接続し

ていた』,¥]'ftにおいて旧救急棟の南側には基礎フーチ

ングがあり，フーチングは旧救急棟の檄からHiへ0.5m

まで張り 出 していること．深さは地表下1.7111に存在す

ることが判明し． 当該掘削部は旧救急棟建設時の掘方の

ため，大部分は撹乱を受けていることがわかった．辿構

が見つかったのは掘削部西側南端の地表下1.7m付近だ

けであり．そこでは，砂を多く含む明るい賠褐色士と．

それを掘り込んだピット 2基の存在を確認した 当該掘

削部の中央から東側にかけては地表下l.7~1.9111まで

全て現代埋上であった．特に掘削部東端から10.5111の範

囲においては．南端に， コンクリートの搬が埋設されて

おり．コンクリート槌以南に存在する土は軟弱な土と

なっていた．古い建物の図而からこのコンクリート墜

は深さ2.5111ある大きな浄水槽であることが判明し．南

側は浄水柏内にあたることから． 土がii炊弱となっている

と考えられたコンク リー ト壁は工事時に1ifるとのこと

であったので調査は終了した．

9. （医病） 管理棟改修機械設備工事に伴う立会調

査 (1505)

く調査期間＞

2 0 [ 5 ・イF 6 月1 2 ・ 1 7 ・ 1 9 ・ 24 ・ 2 5 ・ 3 0 日． 7 月1 ~ 3 ・ 

28 ・ 29日

く調査面梢＞

349.0面

く調査員＞

松I R光太郎 • 吉留広

く調査概要 ・結果＞

外来臨床研究棟を管理棟に改修する工事のうち．機械

股備工事に伴う立会である．調査区を北東部，北部．南

東部，南西部に分けて説明する．

北棗部は東西に長いコ字状をなす．東端にl.7X4.lm.

西端に1.5X4.Qmの長方形掘削部を もち，その間を幅1.1

111. 長さ9.0111の掘削で連結するものであった．掘削深

度は］．6~L.9mで掘削したのはみな現代埋土であり．

第Il章 調査の記録



48 

辿構・辿物の検出はなかった．

北部に関しては，建物北辺際に配管）―11管路を設附のた

めの掘i'illに立ち会った．東寄りにはljl/i¥1.8~1.9 m, 長さ

3.7-3.8111のトレンチを相互に9.5mの間隔をあけて，

2箇所掘削した．掘削深炭は2.0mであった西窃りは

ljl/,¥0.8~ l.O m. k:さ1.2~l.4 m, 深炭0.7~0.9mのトレン

チを 2箇所掘削したいずれも掘削したのは現代埋土で

あり，建物北側には建物建設時の掘方として現代埋土が

1や在していることが確認されたそこで建物北側の管路

写真167 北東部作業風景（東より）

写真168 北東部掘削状況（南より）

写真169 北部掘削状況（東より）

第If章 調査の記録

は全而的掘削を了承した．

南康部は L字形の外来I~,11,；床研究棟の内側屈折点から西

へ3.0mの箇所を払点に，1111,il.5m, kさ12.lmの南北ト

レンチを掘削し， さらに トレンチ北錨｝匹側に南北1l1f.il.lm.

棗西長7.0m. 深さl.lmの東西 l、レンチを接続して掘削

するものであった．掘削の結果多くは撹乱且lヒ上であっ

たが東匝トレンチ中では地表下l.lmにおいて，南北

トレンチとの交兎虹怒付近で0.5X 1.6mの包含荊の存在を

確認したまた怜i北トレンチでは建物南辺から南へ4.0

写真170 南東部作業風最（南西より）

l 勺

面 I

写真171 南東部東西トレンチ包含腔検出状況（東より）

-- ---

写真172 南東部南北 トレンチ包含腔検出状況 （南より）



m付近において地衷臼．Omで包含/1"'1を確ii忍し同じく

南へ8.2m付近において地表下0.7mで包含悩を確認した．

東西トレンチおよび南北トレンチの北側の他含附に関し

ては確認l(Iiの掘削深度にて施工可能であった． しかし附

北トレンチ1中j{IIllの包含／罰は地表下l.Omまでドげる必要

写真173 南東部南北 トレンチ掘削状況（南より）-1.―濾凶編=ばみ` てゞ→

写真174 南西部作業風景（南西よ り）

写真175 南西部東側トレンチ包含腔検出状況（北より）
......., . 
.. ら
ぐむ
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があったそこで南北 l、レンチ南側の包含）1"1のうち．上

位の鉄 ・（税を含む褐色士を掘り下げた．褐色士からは近

代磁器が出 •|：したその後その下位にある古代の他含

罰を恨重に下げた．辿柚は確認されなかった．1立終的に

地表 I‘• 1.0m までドげて当該箇所の調査を終了した．

南西部は1442調究地点玄1具l部分西側のコンクリート敗

を晶点にそこから1世へ7.2mまでの範岡が管路域であっ

たまず基点檄から2.8mまでの範囲を地表下l.l~l.8m 

まで掘り下げた．建物近くであることもあり．掘削した

のは現代JJI!.上であった．

次に基点繋から西へ2.9mの位硲に．幅0.8m.長さ7.5

mの南北に延びる東側 トレンチを掘削した北11[Ijは地表

下1.4111I;-げても現代jlll士であったが建物1中i辺から南

へ3.2m付近で包含IÌ91を確認したまたそれ以面におい

ては地表下0.9mにて．建物基礎と思われる梨石の集秘

を確認しその I・.には炭や焼土が存在していたまた付

近からは近枇 ・近代の磁器が出土した．逍構の存在が確

認されたことから．符路を変更することにし釆11{llトレ

ンチの掘削は中止になった．

その後．賑闊陪から西へ5.0mの位骰に，輻］．2~1.7m. 

長さ7.0mの四側トレンチを掘削したここはコンクリー

ト壁で囲まれた 2基の大きな方形桝があったこともあり．

地表下l.6111まで掘削 したが．掘削したのは全て現代埋

土で，本トレンチからは辿梢．辿物の検出はなかった．

西側ト レンチをlll請広く掘削したことで．施工は可能にな

り．立会調究は終了となった．

写真176 南西部西側トレンチ掘削状況（南より）

10. （本荘北）臨床研究棟新営仮設電柱建柱工事

に伴う立会調査 (1513)

く調査期間＞

2015:イじ9月2811

く調査面租＞

9.0面

第JI章調査の記録
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く調査員＞

松田光太郎 ・吉留

く調査概要・結果＞

本荘北地区の給水ポンプ室の南西側に．仮設の軍柱を

建てる工事に伴う立会調究である．

給水ポンプ至の南に位附する共同溝．建屋から1.lm西

側において幅1.8X 3.Qmの範淵を掘削した．掘削範囲の

東側に深さ0.55mに共同溝のコンクリートを確認した．

そこでまず共同溝の位ii/i:を把棚するため全体を地表下

0.55~0.75mまで下げ．調介範囲のコンクリートを露出

させたその結呆調究範囲の南西側は共同溝の掘方埋土

が広く存在し．亀柱を建てるのに適しているということ

になり．同部分をl.JX l.8mの範囲で地表下2.2mまで掘

削した．共同描のj11！一上はまだ下に続く状態であったそ

のため地山は残っておらず辿構 ・辿物の検出はなかった．

ャム,＇r
,
 

写真177 作業風景（北よ り）

写真178 掘削状況（北より）

11. （本荘北）屋外サイン取設工事に伴う立会調

査 (1518)

く調査期問＞

2015年12月8日

く調査面積＞

32.5面 (2.l面）

く調査員＞

松田光太郎 ・吉留

く調査概要 ・結果＞

加l.［北地区におけるサイン設骰工事は 全部で10箇所

12個であったが このうち文化府に影翡限が及ぶ可能性が

ある①～③の3箇所について立会を実施した．

①J•也 Ii. は東病棟北西側の駐車場付近である．花樹の緑

石に沿って0.6x0.9mの範囲を掘削した地表下0.25m

写真179

写真180

写真181

広

①地区作業風景（北東より）

--! =-i-, ---, ---.., 
=コ⇒ーT-,
- -寸マ勺町1

①地区焼土層検出状況（北より

で5

①地区掘削状況（南より）

｀
 

，ヽ
 
．
 
．
 

‘/
 
．
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で焼土の混じるシルト質土を検出し シル ト質土を切 り

込む掘 り込みも確認された．掘り込み．シルト質土とも

に近代～現代の所胎と考えられる．その後地表下0.4

mまで掘削したところ．灰黄褐色砂質士が検出された．

この）火黄褐色砂質上は棘瓦を含み．近代の陪と考えられ

たその下には灰褐色土が存在したが確認だけで終

わった．辿物は士(ii|i器 ・須氾器 が出」：した．

②地区は外来診療棟から東北東へ約80111の付近である．

0.9 X 0.6111の範囲を地表下0.5mまで掘った．掘削した土

写真182 ②地区作業風棗（南東より）

写真183

写真184

②地区掘削状況 （南西より）

③地区作業風景 （南西より）

は全て現代埋土であった．

③地区は基礎医学研究棟の南側である 花坦の中）．7

x0.6mの範囲を地表下0.5mまで掘った．掘削したのは

全て現代埋土で．底而にコンクリ ート を検出した 当該

箇所は辿構 ・辿物の検出はなかった．

写真185 ③地区掘削状況 （東より）

『

12. （黒艇北他）電カデマンド等計測システム （電

気・水・ガス）取設工事（本荘北）に伴う立

会調査 (1527)

く調査期間＞

2016年2月4日

く調査面積＞

l2.0面

く調査員＞

松田光太郎 ・吉留

く調査概要 ・結果＞

本荘北地区の屯カデマンド等計測システム取設工事に

伴う立会調査である．本工事に必要な油①～③の3箇所

の掘削に立ち会った．

NQ①は第2立体駐車楊の南側である．2つのマンホー

ルの間をつなぐように 幅0.4m.長さ6.7mの範囲を地

写真186

広

No．①作業風景（西より）

第lI章 調査の記録
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表下0.5111 まで掘削した掘削 したのは現代jjl !•:l ：であった．

Nu② は本荘北地区の南東部．管到！棟のlY：i約4.2111付近

である．忠和会の建物とその東隣のプレハプ北側に位骰

する． ―I-．事は忍和会の建物の西隣の人孔からプレハプ北

側の桝をつなぐように．幅0.5111.長さ約8.5mを掘削し

た．掘i'jIl深炭は西端が地表下0.45m. 東fl[ljの桝部分付近

が地表 i'"0.55m.中間の配箭がある所は地表下0.35~0.40

mであった．掘削したのは全て現代狸土であった．

NQ③は看設師宿舎の北側である．北側にある特別邸圧

写真187 No①掘削状況（西より）

写真188 No②作業風景 （西より）

写真189 No．②掘削状況（南より）

第II豆調査の記録

受祖機棟の南のマンホールを基点に．幅0.3~0.5111, :艮

さ6.8111を南北方向にi直線的に掘削した．掘削深炭は0.40

~0.45111であった．掘i'ilJした土は現代埋土であった．

以上3箇所では辿構 ・辿物の検出はなかった．

写真190 No③作業風景（北より）

写真191 Nn③掘削状況（東より）



1I —4 本荘中地区 （図6参照）

1. （本荘中他）屋外サイ ン取設工事に伴う立会調

査 (1519)

く調査期間＞

2015年12月7日

く調査面積＞

54.4111 (3.9 n-i) 

く調査員＞

松田光太郎 ・吉留

く調査概要 ・結果＞

）公

本立会は本荘l |」 • 南地区にサ イ ンを設i在する工事に伴

う調壺であったここでは本荘中地IX-．におけるサイン設

悩時の立会調究について報告する本荘l|！地区における

サイン設悩工事は． 全部で10箇所11個であったが．この

うち文化陪に影評が及ぶ可能性がある①～③の3i怜i所に

ついて立会を実施した

①地区は弓道場北側であった．1.1X 0.6mの範圃を地

表下0.58mまで掘削した．掘削した土は現代J-llほであっ

た．

写真192 ①地区作業風景（東より）

写真193 ①地区掘削状況（東より
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②地区は国際先端医学研究拠点施設の北側であった．

l.Ox0.9mの範囲を地表下0.55111まで掘削した．掘削し

たのは全て現代埋上であった．

③地区は正l'rlゲー ト付近である． 2.7XQ.9mの範囲を

掘削し．旧案内板を撤去し．新しくサインを設附するエ

事であった 2.7x0.9mの範囲を．地表―rn.35111まで下

げると砂質土か検出された．砂質土には柴石が含まれて

おり．近枇～近代の附と考えられたさらに地表下0.55

mまで掘り下げた．下底而で土坑の狡士かと息われる灰

写真194 ②地区作業風景（東より）

写真195 ②地区掘削状況（東より）

写真196 ③地区作業風景（南西より）

第Il章 調査の記録
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黄褐色士を確認したが 掘削しないで済んだ．

全地枢において辿物は出土しなかった．

写真197 ③地区掘削状況（西より）

2. （黒斐北他）電カデマンド等計測システム （電

気 ・水 ・ガス）取設工事に伴う立会調査（本

荘中他） （1525) 

く調査期間＞

2016年1月25日

く調査面租＞

93.5rri (58.5111) 

く調査員＞

松田光太郎 ・吉留 広

く調査概要・結果＞

本荘1|1• 南地区の軍カデマ ンド等計測システム収設工

事に伴う立会調森である． ここでは本荘中地区において

輿施したNo①の掘削に立ち会った．本荘中地区では本件

に関しては3箇所の工事がおこなわれたが．土の掘削を

伴う工事はNQ①だけであった．

本荘中サークル棟3北側を基点とし．道路に沿って向

きを変え．旧医学部講義棟北西部に至る配線のための掘

削であった長さは約117111で掘削深度は0.4~0.5mで

写真198 No.①-1作業風景（東より）

第1I章調査の記録

あっため．スポットで地①ー1:サークル棟3北．N(l

①-2 ：弓逍場北，邸① ー3: Ill医学部講義棟l中ii西部，

NQ①-4:同北西部の4箇所の掘削に立ち会った．

NQ① -1ではマンホール北隣から輻0.5m..h支さ2.9m

の屈折する部分の掘削に立ち会った．掘削深度は地表下

0.4mであった．掘削の結果，地表―l-"0.05mまではアス

ファルト， 0.05~0.Zmまでは砕石． 0.2~0.4mまでは現

代JJI!•士であった，

No① -2では道路上のマンホールの北側から幅0.5m,

写真199 No．①ー1掘削状況（南東より）

写真200 No①-2作業風景 （南より）

写真201 No．①ー2掘削状況（南より）
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図6 本荘中・南地区における調査地点配四図 (1/2000 
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長さ4.0mの掘削に立ち会った．掘削深度は地表下0.4m

で．il:lll'jljの結果掘削部分は全て配管の山砂からなって

しヽた．

No.①-3では南北に軸をもつ幅0.5m. 長さ4.0m.深

さ0.5mの掘削に立ち会った．掘削の結果地表下0.05m

まではアスファル ト． 0.05~0.40mは砕石．0.4~0.5mは

JJll+．であった．埋土は東側0.4mが配管の山砂．西側0.1

mがそれ以外の現代埋土となっていた．

No.① -4では輻0.5m. 長さ4.4m. 深さ0.45mの掘j'jlj

写真202 No．①ー3作業風景（南西より）

写真203 No①-3掘削状況（南より）

I~ 

写真204 No．①ー4作業風景（西より）

第II章調査の記録

に立ち会った．掘削した結果地表下0.05mまではアス

ファ ル ト． 0.05~0.15mは9i年-:-f:i.0.15~0.45mは現代JJll土

であった掘l'jIl箇所には行む府が1f在しており．配符周り

は山砂であった．

当箇所では辿構 ・辿物は検IIIされなかったので，その

他の部分の掘削も了承した．

写真205 No①-4掘削状況（南より）



II -5 本荘南地区 （図6参照）

1. （本荘中他）屋外サイン取設工事に伴う立会調

査 (1519)

く調査期間＞

20 1 5 1F l 2月9・ 12FI 

く調査面積＞

32.5 ni (10.6面）

く調査員＞

松ItI光太郎 ・吉留広

く調査概要 ・結果＞

本斗I：中 ・南地区にサインを設附するJ'ょliに伴う立会調

査であった本荘南地区におけるサイン設骰工事は．④

～⑨の6箇所であった．

④地区は共用棟本荘2のI¥j東隅である． 0.5x0.9mの

範囲を．地表下0.55mまで掘った．掘削した土は現代埋

上であった．

⑤地区は本荘体育館南東隅であった． 0.9x0.5mの範

間を．地表下0.4mまで掘り下げた．掘削した土は山砂

を含む現代埋土であった．

写真206 ④地区作業風景 （南東より）

写真207 ④地区掘削状況 （西より）
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⑥地似は1'j沼．．学部イ呆健学科A棟北西隅であった．0.9X

3.lmの範囲を掘削した．掘削したと ころ，地表下0.3m

で配行が検出された．確認したところ配竹の下は掘削し

ても問題ないとのことであったので下位を調査するこ

とになった大部分は撹乱埋土であったが．調'.l'tl凶北西

隅において地表下0.45mで．近世～現代の褐色土が検

出された．褐色土中には栗石が含まれていた．掘削は地

表下0.4~0.45mまでで終了となった．

⑦地区は医学部保健学科E棟付近であった． 0.6X1.1 

写真208 ⑤地区作業風景（東より）

写真209 ⑤地区掘削状況 （東より）

写真210 ⑥地区作業風景 （北東よ り）

第1I型調査の記録
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mの範囲を掘削した地表―F0.30~0.35mで焼土を含む

硬化した土が検出され以下に焼土）杓が存在したこれ

らの土には瓦片や媒が含まれており ．現代埋土と考えら

れたさらに下を調資したところ．地表下0.4mで鉄分

を含む灰褐色土となり．地表下0.5mで栗石を検出した．

近代～現代の土府と考えられた辿構は検出されなかっ

たため．灰褐色土を地表下0.55mまで掘り下げ終了した．

⑧地区は楷会館北側であった北側スロープの西側に．

Q.7Xl.lmの範囲で掘削をおこなった地表下0.55mま

写真211 ⑥地区掘削状況 （南よ り）

写真212 ⑦地区作業風景 （北西より）

た
U
.

写真213 ⑦地区掘削状況（北より）

で掘削 したが．掘ったのは現代埋土のみであった．

⑨地点は本荘南地区の北西通）ー111'り付近であった 111案

内板の撤去 と新しいサインの設i性のための掘削をおこ

なった．掘削したのは1.6X 2.7mの範囲であった 北西

部は地表下0.55mまで現代埋土を掘削した．南西部は地

表下0.45mで近枇～近代の砂質土を検出した．砂質土上

面で迫梢確認をしたが．辿構は検出されなかったため．

砂質土を地表下0.55mまで掘 り下げた．北東部はコンク

リー トが存在していた南東部は地表下0.55111まで掘削

写真214 ⑧地区作業風景（北西より）

写真215 ⑧地区掘削状況 （東より）

写真216 ⑨地区作業風景（西より）

第Il菜調査の記録



し，下底面で近世～近代の砂'i'LLを検出した．

以上本地点では辿梢 ．辿物の検出はなかった

写真217 ⑨地区掘削状況 （北より）

2. （黒崚北他）電カデマンド等計測システム（電

気・水・ガス）取設工事（本荘中他）に伴う

立会調査 (1525)

く調査期間＞

2016:イf2月1・ 2日

く調査面稜＞

93.5111 (35.0面）

く調査員＞

松田光太郎 ・吉留 広

く調査概要 ・結果＞

本荘中 ・南地区の軍カデマン ド等計測システム収設工

事に伴う立会調査である．本荘南地区ではNo②～⑤の4

箇所の掘削に立ち会った．

No②は休育館西側のマンホールから南側のコンクリー

卜桝に至る配線路であった．マンホールから南へ幅0.3

~0.5m.長さ約4mを匝線状に掘削し．そこをコーナー

として匝へ向きを変え．約2111直線状に掘j'jljした．掘削

深度は0.40~0.45111. コーナー以北は現代狸土とII音褐色

写真218 Nu②作業風景（南西より）
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の近代～現代の埋土からなっていたコーナー以西は全

て現代J!lほからなっていた．辿梢 ・辿物の検出はなかっ

た．

No③は1本育館北側の1iii紫倉躯からテニスコートの東側

を通って．備紫危卯の北にある楷樹会館に至る総延長約

35mの配線路であった．掘削は備朝倉／ili北西部のマン

ホールを払、1位に西へ4.3m進み，その西端をコーナーと

して北に向きを変え．約28111直線状に北上し．その北端

コーナーで京に向 きを変え，楷樹会館西壁に到述した．

写真219 No．②南北路掘削状況 （北より）

写真220 No．③作業風景（南より）

写真221 No．③掘削状況（南より）

第II栞 調査の記録
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掘削深度は地表下0.25~0.45m. 掘削した土は全て現代

Jllじl：であった，掘削底而を見ると．調壼区の南半分は山

砂および現代埋土，北半分では近代～現代のII魯褐色土が

所々確認された．辿構 ・辿物の検出はなかった．

No④は本荘南地区東側のこばと保育園から医学部保育

学科•E棟北西隅に至る配線路であった．保育園西側のコ

ンクリート堂を基点として西に1.5m直進し． その世端

をコーナーとして北西方向に向きを変えて約13m直線状

に進み．その南端をコーナーと して西に約7m直線状に

延びるものであった当該地区は大部分が駐車場となっ

ており ．西端部分のみE棟附屈のコンクリート スロープ

の北際を通っていた．掘削深度は0.30~0.45mであった

掘削の結呆大部分においては地表下0.05mまでアス

ファル ト． 0.05~0.30mは砕石．以下0.45mまではやや

明るい砂混じりのII醤褐色土となっていた暗褐色土から

は瓦片やモルタルが出土し．近代～現代の埋土と考えら

れたまたスロープ北際の西端部分は地表下0.3mで配

管が検出され，掘削は配箭直上までとなった．掘削した

土はいずれも近代～現代の埋土で，辿梢 ・辿物の検出は

なかったこばと保育園寄りのコンク リート監以東も掘

削部となっていたが以上の状況から包含／晋に影評はな

写真222 No④作業風景（南西より）

写真223 No④中央部掘削状況 （南西より）

---→  

第Il尭調査の記録

いと判断し，掘j'jljを了承した．

No.⑤は保健学科•A棟南東部である．校舎南東隅を枯点

として南に6.0m掘削した．南端はコンクリート桝に接

続させた．掘i'illlllhiは0.30~0.55m. 掘削深炭は0.30~0.45

Ill. 掘j'jlj部分には配岱が存在しており．掘削した土は現

代埋土．山砂であった．

以上4箇所においては辿梢 ．辿物の検出はなかった．

写真224 No⑤作業風景（北より）
ゞ t讐

写真225 No⑤掘削状況 （南より）

3. （本荘南）駐車場拡張工 事 に伴 う立 会調査

(1532) 

く調査期間＞

20161ド3月7・81-1

く調査面栢＞

80.0ni 

く調査員＞

1公Ill外乞太RI¥• 亡且留 ｝ム・

く調査概要・結果＞

木荘南地区の駐車楊拡張J]．事に伴う立会調査である．

場所は医学部保岱学科A・B・ C棟北側の駐車場中央に

ある倒木3本の根を抜き取 り．駐車場とする工事であっ

た．掘削箇所は3箇所あ り．東からNu① • ② • ③ とした．



No①は3.9X 4.0111の範圃を掘削した中央に樹木の根

があったので根の周りを地表下0.6~1.0mまで掘削し．

その後根を爪機で釣り 1．．げた．根があった所は地表7;-

0.8111の旧lみとなった．掘削エリア北東部の掘j'jlj底而に

はわずかに近枇～近代の｝火褐色土が確認されたが掘削

したのは現代の狸：l..:のみであった．

No②は4.1X4.4111の範1J胆を掘削した．中央に樹木の根

があったので．根の周りを輻lm位．深さ地表―n.om

まで掘削 した．掘った土は令て現代jl|！十であった．掘削

底Ihi付近において灰褐色土プロ ックを含む硬い土が

写真226 No①作業風景（南より）

写真227 No．①掘削状況（西より）

写兵228 NQ② ・③作業風崇 （南西より
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あったがこれも近代～現代JJI¥土と考えられた根は地

表下l.Omよりも深くならない範囲で重機で取り除いた

No③ は6.5X 3.9mの範囲を掘った．エリア内には樹木

の根が2本あり．根の周りに輻0.8~1.2111.深さ地表下

l.Om掘削した．掘削したのは全て現代埋士で掘削底

而において．）火褐色プロックの硬化 した十．が検出された．

これも近代～現代のJ~I！土と考えられる ． 根の周りの掘削

後．根を釣り上げ．除去した．

以」..3箇所においては辿構 ・辿物の検出はなかった．

写真229 No②掘削状況（東より）

写真230 No．③掘削状況（西より）

写真231 No③根除去状況 （西より）

第lI豆 調査の記録
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II -6 大江地区（薬学部） （図7参照）

（大江北）

立会調査

く調査期間＞

2015:i.F 8月201:I

く調査面稲＞

28.0面 (24.0rrl)

く調査員＞

松田光太郎 ・吉留

1. A棟北側屋外給水管修理工事に伴う

(1509) 

写真232

広

西 ・中央ト レンチ作業風景（西より）

く調査概要 ・結果＞

楽学部本館北側で発生した漏水の止水工事に伴う立会

調奔である．給水符の漏水箇所の掘削および配管補修の

ための掘削をおこなったため．全部で3箇所掘削した．

西 トレンチ．中央トレンチ．束トレンチとして説明する．

いずれのトレンチも駐車場の縁石に沿って設定したな

お当初計画では動物舎南東隅のも漏水調森のため掘削す

る予定であったが掘削はおこなわなかった．

最初掘削したのは西中央トレンチである．そのうち

漏水していたのは中央トレンチであった中央トレンチ

は東西長2.9m.南北長最大1.5mの範囲に不整方形に掘
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削したものであった．止水工事に必要な地表下1.3mま

で掘削した．掘削した tは現代JJI!•土で． 掘 j'jlj底而に包含

/1·•1が確認された．

西 トレンチは東西長l.Om. 南北長1.5mの長方形の範

囲を地表下］．25mまでiI:lli'illした．掘削した土は現代埋士

であっ たが北側から0.6mの範囲には掘削底而に包含

li1が確認された．

東 トレ ンチは東西長1.4m. 南北長1.4mの方形に掘削

した上位には配箭に伴う現代埋土があったが地表下

0.7m で近代位の包含／門が検出された ． 辿構は 1i•在しな

かったのでさらに下げたところ．地表下l.lmでII沿褐

色の古代包含附が検出された．北側は配管工事をする必

淡があるため， トレンチ北縁から幅0.7mの範囲を地表

下1.3mまで包含層掘削した．

3箇所とも辿梢 ．辿物の検出はなかった．

写真234

写真235

西トレンチ掘削状況（西より）

東トレンチ掘削状況（北より）

ク`・`;-.一ヽ ． 

（黒艇南他）台風15号に伴う樹木復旧作業に

伴う立会調査（大江） （1512) 

く調査期間＞

2015年9月15日

く調査面租＞

2. 

12.0ni 

く調査員＞

松川光太郎 ・古留

く調査概要 ・結果＞

台風L5号の影評で倒れた．薬学部機器分析施設北側道

路沿いの．樹木3箇所の復旧作業に伴う 立会調査である．

本作業は樹木が倒れた際にめくりあがった周辺を掘削し，

また．木を起こす際に I~訊也となる根の部分を掘削ないし

根切りをおこない．樹木を起こして1逢生するというもの

写真236

写真237

写真238

広

作業風景（南西より）

クサギの木箇所掘削状況（南より）

サンシュユの木箇所掘削状況（東より）

第rr章 調査の記録
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であったそのため現状狸まっている根の部分はほとん

ど掘削しないため．比較的浅い深度で作業をおこなえた．

西からクサギ．ロウバイ．サンシュユの木の順に作業を

実施したクサギ箇所は．樹木1Llj側の1.0X l.8111の範囲

を地表から0.45mまで．樹木束側の1.ox0.8111の範囲を

地表から0.35mまでの2箇所掘削した． ロウバイ箇所は

1.7 X 1.7111の範囲を地表から0.45mまで掘削したサン

シュユ箇所は2.0x2.7mの範囲を地表から0.3mまで掘削

したともに柔らかいII対業土内におさまった．

辿構・辿物の検出はなかった．

3. （黒艇北他）電カデマンド等計測システム（電

気 ・水 ・ガス）取設工事（大江）に伴う立会

調査 (1522)

く調査期間＞

2016年1月18・ 19日

く調査面栢＞

40.3対 (37.8面）

く調査員＞

松田光太郎 ・吉留 広

く調査概要 ・結果＞

大江地区の電カデマンド等計測システム取設工事に伴

う立会調究である． Nn①～③の3箇所の掘削に立ち会っ

たなお当初は薬学部北東部から東へ延びる配線も予定

していたが土は掘削しない工事となったため， 立会は

おこなわなかった

Nn①は大学院実験研究棟北西隅から北にある桝に至る

配線路である．掘削した部分は幅0.5m. 長さ27mで．

東西に走るアスフ ァルト道路を横切るものであった．道

路以北は盛り土が1厚く利'tまれた箇所であったため，盛り

土のない北端部の桝から南へ7mを先に掘削した．掘削

した土は全て現代埋土でヒューム箭やそれに伴う山砂

がある部分もあった それ以南の盛り土部分は．盛り士

写真239 No①作業風景（西より）

第II章網査の記録

が1豆く，掘削による文化陪へ彩親はないと判断し．立会

はおこなわず，枷！i＇i1Jを進めることを了承したアスファ

ルト道路部は地表下0.45mまで掘i'iilしたがすべて現代

埋土であった．逍路以南は校舎北側の庭を掘削したもの

で，地表下0.4m掘削したが 全て現代埋土であった．

辿構 ・逍物の検出はなかった

Nu②は大江地区北東部の桝から薬雌匝l箭理至に至る配

線路である．総延長約48mであり．掘削深度も桝を除き

0.5mであるので北東部東部匝部桝．南西部の4

写真240 No．①北側掘削状況（北より）

写真241 No②作業風景（南より）

写真242 No②北東部掘削状況 （南より）
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箇所のスポット掘削に立ち会うことにした北東部の立

会は北東隅の桝を基点として直線的に南下し，

ファル ト道路に至るまでとしたが その南端付近にコン

クリートがあって掘削できなかったのでクランク状に

東側に迂回し，掘削した．掘削の輻は0.5111. 長さ8.7111,

であっ た 掘削深度は地表下0.4mであったが，掘削し

た土は全て現代埋土や｝甜業土であった，束部はアスファ

ルト道路のアスファルトを剥がし北東ー南西方向に幅

0.5m.長さl.8111の範囲を，地表下0.45mまで掘削した．

掘削した土は現代埋土であった西部桝は逍路の三叉路

付近に1.5X 1.5mの方形桝を設骰するもので深さは地

表下0.9m まで掘削した．掘削の結果， •最上部0.07m はア

スファ ル ト， 地表下0.3mまでは砕石， 0.3~0.Smは現代

叫十であったその下には鉄分を含む硬化したII音褐色土

が存在した． 梢究したが辿構は確認されなかったので

賠褐色土を地表下0.9mまで掘j'jljした．T｝i西部は薬界［園

管理至前に1J1f.¥0.5m,長さ2.0m. 地表下0.4111まで掘削 し

た．掘削 したのはガス符掘方内の山砂であった． 4箇所

の立会の結果辿梢 ・辿物は検出されなかったので， 立

会を実施していない部分の掘削も了承した

NQ③は栢滋館から体育館に至るllmほどの配線路であ

アス

写真243 No②東部掘削状況（南より）

¥ 
¥ 

写真244 No②西部桝掘削状況（東より）

稲滋館東隣の芝生部分．中央アスファルト道路部分．

体育館西側の芝生部分からなる．蒋漁館束隣は幅0.5m.

長さ2.0111.地表下0.4111まで掘削した．掘削したのは現

代埋士であったアスファルト道路部分の東半は1403調

企地点として調壺済であったので西半だけ掘j'jljに立ち

会った．幅0.5111. 長さ2.0111. 地表―l‘.0.45mまで掘削し

たが掘削 した十．は現代埋土であった．体育館西隣は

桝 ・マンホールをつなぐように幅0.5m.長さ2.0111を．

地表下0.4mまで掘削した．掘削したのは現代埋士であっ

た．辿構 ・辿物は検出されなかった．

る．

写真245 No．③作業風景（北より）

写真246 No．③道路下掘削状況（南東より）

4. （大江北）蕃滋館東側埋設ガス管漏洩修理工事

に伴う立会調査 (1531)

く調査期間＞

2016年2月3Fl 

く調査面租＞

2.0ni 

く調査員＞

松ILl光太郎 • 吉留

く調査概要 ・結果＞

大江北地区蕃洸館の東側道路に狸設された．

広

ガス箭の

第1I栞 調査の記録
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漏洩による緊急補修工事に伴う＼＇［ 会調査である．

漏洩しているガス管の位附は， とli•前に土穣のガス誤疫

のif:jい箇所を調究した結果．2014年に埋設したガス符の

ジョイント部分である可能性が疑われた．そのため．こ

の付近を1.7X 1.2mの範囲で掘削し． ジョイン ト部分を

探していった地表から0.35mを全体的に重機で剥ぎ．

ここでもう一度土棋のガス涙炭を測ったと ころ．この地

点である可能性が高まったこのことから．ガス符があ

ると思われる西側半分をさらに手掘りで掘削したガス

写真247 作業風景（北西より）
．`べCXキっ,..

写真248 北壁調査区断面（南より）

写真249 調査区掘削状況（西より）

第II音調査の記録

管の掘方には深さ1.6mまで111砂が敷き詰めてあり，同

じ掘方内で施工ができたため．新たに地山は掘削してい

ない しかしガス管掘方の槌而を確認したところ辿梢

埋士と地山と思われるものを確認した地表から0.95~

1.50mは，炭化物や橙色粒を多く含むIli芹褐色土附で， 1.5

~l.6111は黄褐色ローム11'1であった．辿構の立ち上がり

が確認できないことと．辿物が検出されていないことか

ら．辿梢の性格と時期は不明であるが黄褐色ローム1呂

まで掘り込んであり規模が大きいことから．本地点は消

の内部であった可能性がある．
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1I -7  京町地区 （図8参照）

（京町）教育学部附属小学校校舎新営その他エ

事（建築工事）に伴う発掘・立会調査 (1417)

く調査期間＞

20J.5:イI'-4 J J 1 ~ 3 ・ 161=1. 

く調査面栢＞

747.9面 (68.4ni) 

く調査員＞

序公111うtブ，＜i！IS・昔ft沼
発社）

く調査概要・結果＞

給食センター跡地に祈たに校舎を建築する工事に伴う

立会調杏である．2014年度に引き続き?J,1]1-tした．

今年度は給食セ ンター南側のアスファル ト舗装部を調

究 したこの場所は校舎新築部の西側にあたり，長さ

24.lm. 111晶l.5~2.8mの範囲を地表下0.12~0.44mまで

掘り下げた全て現代埋土であったなお当該部分は年

報21にも記載している．

また附駈小学校校舎B棟北側の雨水枡検出のための立

1. 

6月lOH

広•宮111甜村」・ （株式会社有明測批IJf.J

写真250
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写真251 アスファルト舗装部掘削状況（北より）

会批l1tを実施した．l.lx LI mないしは1.4X 1.4mの雨水

枡5箇所の掘削をおこなったいずれの雨水桝も地表下

0.J mで検出され．砕石を掘削するのみで終了した．辿

梢．辿物は検出されなかった

写兵252

写真253

B棟北側作業風景（西より）

I1|，“ l̀̀ 

r , ／ィク1

．頭`I 

雨水枡掘削状況 （西より）

｀遮直L

2 （京町）教育学部附属小学校校舎新営その他機

械設備工事（その2)に伴う立会調査 (1443)

く調査期間＞

20 l5年4月1~ 3 ・ 161-1 

く調査面積＞

249.8面 (130.7面）

く調査員＞

4公[I」光太郎•宮崎·

く調査概要・結果＞

給食センター跡地に新たに建設する校舎に関係する機

械設備を設骰する工事に伴う立会調究である．2014年炭

に引き続き調壺をおこなった．今年度は給食センター北

側の調理室外周部分東部．南側の校舎新築部西側，校舎

新槃部南側の掘削に立ち会った．

調理室外周部分東部は1.9X 3.0m,掘削深度0.5mの掘

削に立ち会った．掘削した土は全て撹乱埋土であった．

校舎新築部西側は新築校舎北半の西壁際の調森をおこ

拓（株式会社有明測撒開発社）

第II章 調査の記録
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図8 京町地区における調査地点配置図
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なったここは包含）rわが残っており．地表下0.3~0.4m

で暗褐色の包含府を検出した．辿構は検出されなかった

ので恨重に掘り下げたところ．硬化面が出土し．弥生土

器が出士した記録をとったあと．硬化而および包含）i4

を工事に必要な地表下0.5mまで下げ．調壺を終了した．

校舎新築部南側は校舎外壁から約3m離れた範囲を掘

写真254 調理室外周部東部掘削状況（南より）

削する予定で調査を開始した しかしそこには包含府が

確認され．校舎に近い部分のみ撹乱となっていたそこ

で熊本市教育委貝会文化振興課ヘ・連絡し．掘削範囲変災

の許可を得，校舎に近い部分を掘削することにした 当

該部分は校舎の南西隅を中心にその東側と茜側からなっ

ていた校舎南西角以東では、幅0.7m、長さ5.6mの範

写真255 校舎新築部西側硬化面検出状況（西より）

第1I芸調査の記録



囲を掘削した地表下0.5mにて1.lX0.2mの包含陪の残

存が確認された．包含層残存部分は追梢確認をおこなっ

たが追構は検出されなかったので範囲を記録した後

地表下0.6mまでll'1重に掘り下げ，終了となった校舎

南匝角以幽は1|lhi0.8m．長さ2.3mの範囲を地表下0.65m

まで掘り ドげた 一部底面に他含If’1に近い土が検出され

たが掘削した土は現代埋土のみであったため．調杏を

終了とした．

写真256 校舎新築部西側掘削状況（西より）

写真257 校舎新築部南側掘削終了（東より）

3. （京町）教育学部附属教育実践総合センター東

側 プ レハブ倉庫復旧工事に伴う立会調査

(1526) 

く調査期間＞

20161ドl)-l28 [l 

く調査面栢＞

11.9面

く調査員＞

松田光太郎・古留広

く調査概要・結果＞

台風15りの影押による．教育学部1itl)1汎教育実践セン

ターの東側にあったプレハプ介／iドの損壊をうけ．新たに

基礎を設けて．プレハプ倉／iドを建てなおす工事に伴う立
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会調査である

基礎部分の4箇所の掘削をおこなった．教育学部附屈

教育実践総合センターの南束端から北へ1.3m. 東へ0.6

mの位附に幅0.4X 0.4mを桝掘したそこを基点に．北

に2.6m離れたJ易所と．東に2.2m離れた場所に同規格の

桝を建物に平行した位附で掘削をおこなったそれぞれ

深さは0.25mまで掘削した．

包含府や辿構の検出はなかったが北東側の掘削箇所

の現代埋土から．弥[I-．：土器が1，点出土した．

写真258 作業風景（南東より）

写真259 北東隅掘削状況（南より）

写真260 調査区掘削状況（南東より）

第1I芸調査の記録
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II -8 宇留毛地区

1. （宇留毛）寄宿舎共通棟男子浴室等改修機械設

備工事に伴う立会調査 (1517)

く調査期間＞

2015年11月30日

く調査面積＞

9.2対

く調査員＞

松田光太郎 ・吉留 広

く調査概要 ・結果＞

寄宿舎 • 国際交流会館の共通棟男子浴出等のガス岱 ・

給水管布設の工事に伴う立会調査である．

調森地点付近の立地は北東から南西へと下る斜而を削

りフラッ トにしている状況である．調究箇所は擁歎に

沿った箇所．男子浴室とその北側にある貯水タンクの1iil

に沿った箇所，それを繋ぐ箇所の 3箇所を掘削予定で

あったまず擁槌から離れた男子浴至の北町lllにおい

て，幅0.50~0.65m ・長さ5.6mの範間を地表から0.5~0.6

mの深さで手掘りによって掘削した．建物際であったこ

写真261 作業風景（北西より）

写真262 作業風景（東より）

第1I章調査の記録

とと，配管が入り組んでいることからi}』削は現代JJI！土内

におさまり，辿物 ・辿梢の検／1＼はなかったあとの2箇

所は斜而を削った擁壁の下端沿いであり．掘削深度も浅

いことから．辿物包含荊および辿構はかからないと判断

し施工業者には1襄凪に工事を進めるように指示して

調査を終了した．

写真263 掘削状況（西より）
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I第皿章 文化財活用活動の記録 I 

本年度．埋蔵文化財調介センターでは ①地下と地上

の文化財散歩．②速報展 ③1429他調査地、点現地説明会

①授菜等への協力などをおこなったなお①及ぴ②は熊

本大学ユニバーシティ ・ミュージアム構想第2期5カ年

計画に係る事業である．その他センター主1iiiの事業で

はないが．第10回ホームカミングデーにおける地下の文

化財散歩の開佃 (2015年10月31日）．本斗l・：地区における

辿跡サイン （学内サイン）の設樅に関する協力．外国語

版ホームページの整備をおこなった．

1.地下と地上の文化財散歩

く開催期問＞

2015年6月1~5日 (5I」は雨天によ り中II:．）

く開催場所＞

黒嬰Wi地区．本荘北地ix:

く参加人数＞

52名

＜概要＞

6)ll~3EIは黒嬰南地IX：で実施した．コースは総合

梢報統括センター入「l→工学部研究賓料館→本部棟発掘

調介現場→自然科学研究科 ・理学部総合研究実験棟→理

学部周辺→埋蔵文化財調介センターであった所要時間

は約 1時間半であった．

6月4.5 Hは本荘北地IX：で実施予定であったが．5 

Hは1:|:j天により中」I:.となり．4日のみ実施したコース

は外米臨床研究棟入11→基礎医学研究棟→外米診療研究

柚如llij!J]1：市場→医学教育l!;{I』・棟→西病棟・東病棟他→山

lil府記念館であった．所要時間は約 1時間半であった．

く新聞掲載他＞

20l5年4月 「熊大通イ;:u56号．p.21

写真264 「地下と地上の文化財散歩」（黒髭南地区）実施状況

写真265 「地下と地上の文化財散歩」（本荘北地区）実施状況

2015年7月 「くまもと経済」409号．p.J92

2015年7月 「熊大通信」57号．p.20

2 速報展「速報！ 遠跡の上の熊本大学2015」
く開催期間＞

2015if:ll月1H ~2016年3月31[1

く開催場所＞

狸蔵文化財調壺センター展示室

く参加人数＞

217名

＜概要＞

2014年度に調布した1310調査地点の縄文時代の辿物や，

1321調森地点の近1せの井手関連辿物など100点の辿物を

展示したまた会期中，11月10日， 12月LOl::lに調究貝に

よる展示説明会をおこなった．

く新聞掲載他＞

20L5年：11月12「l「熊本日日新Ilfl」 l81fii（図11)

20151ド11月l3|-1「1罪H菜lrlIH」22ITIT

写真266 速報展展示状況（全体）

---

一

第rn菜 文化財活用活動の記録
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写真267 速報展 展示状況（近世）

写真268 速報展展示説明会実施状況

2015年12月5H 「くまにち あれんじ」イベントナビ

3. 1429他調査地点現地説明会

く開催期間＞

2015'.Iド4)=117・ 181-1 

く開催場所＞

1429他調究地点

く参加人数＞

約150名

写真269 現地説明会追跡解説状況

第m章文化財活用活動の記録

写真270 現地説明会迫物解説状況

＜概要＞

本部棟改修工事に伴う発掘瀾究で．1908年竣工の熊本

高約工業学校初代本館の赤炒注以，闘礎が発見されたため．

そうした近代辿梢を中心とした調杏成呆を公開するため．

現地説明会を1lfl1/i孔した また現地では辿物解説も合わせ

ておこなった

く新聞掲載他＞

2015年4)-117日 「熊本日日祈Iifl」30面（図10)
2015年4月 「熊大通信」57号． p.20

4.授業等への協力

2015年5J-Jl4日 大学院先麻機構吉武隆一准教授と授

業｝復修生5名がセンター展示室を見学．

2015年6月26日 文学部杉J |••他准教授と授業）役修生18

名がセンター展示室を見学，

2015年11月12日 グローバル教育カレッジ

JOHNSON. Kristopher Dennis特任助教と股修生 7名

がセンター展示室を見学，

2016年3月5日 第261且l九州縄文研究会 （熊本大学文

学部にて1}｝l1lii）において辿物展示を実施

5 来館者数

294名

図9 2015年度来館者数の推移
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80 

60 

40 

20 

゜4/J 5)」6月 7月 8月 9/JIOJJ IJJJ 12/J I月 2月 3月*'ff科の調究 ・見学などが[Iiiりの米館者に限る
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2015年腐埋蔵文化財調査センター（以下「センター」）では，松田准教授と山野助教

が発掘調査の現場を担当し，大坪助教は積み残し報告沓の作成に専念した．5月には発掘

調査最の増大に対応するため，熊本県教育委員会で長く発掘調査の経験を積まれた吉留広

さんに加わっていただいた年間5件の発掘調査と44件の立会調査に対応できたのは，両

名の教員と吉留さんのガンバリの賜物である．

調査の合間の時間を縫って，普及活動も活発に行った．2015年3月末，大学の環境整備

の一環として，「地下の文化財」案内板が黒髪地区の10箇所に設置された（北地区3箇所，
つまや

南地区7箇所）．甕棺墓，駅家関連施設などこれまでの調査で出土した トピック を写真と

短い文章で紹介したもので，調査地点には日・ 英 ・ハングルでテーマを表示した深緑色の

スタンドが立つ．本年度はこの案内板を本荘地区にも 8箇所設置し，「地下の文化財」

マップ本荘地区版を完成させた． これについての楽しい紹介記事が『熊大通信』58号に

載っている (13-14頁）．

この案内板や五高記念館等を結んで大学梢内を歩く 「地下と地上の文化財散歩」も 2年

目を迎えた 今回は雨で 1日中止されたが 4日間で52名の参加者があった．秋の文化祭

期間に合わせて実施しているホームカミングデーの「地下の文化財」散歩も定着してきた．

ステッキを携えた往年の大学生が参加され，このときばかりは，戦前の学生寮の辿物に関

心が集まった

11月から翌3月まで，「速報 ！追跡の上の熊本大学2015」をセ ンター 1階の展示室で開

催した．前年度の発掘調査成果を中心に紹介する企画展は昨年に続き 2回目である．開催

期間には調壺員による展示解説を行い，学内外から217名の見学者があった．こうしたセ

ンターの展示は全学の授業にも活用されており，センター教員も全学教育や専門の授業に

おいて出前講義を行ったセンター化4年且全学組織としての姿が少しずつでき始めた

ただこれもセンターと施設担当との歯車がうまくかみあってこその成果である．引き続き，

関係各位のご協力をお）頒い申し上げる．

センターの事務を力強く支えてくれた大崎喜美子事務補佐員が今年度で退職された．感

謝の気持ち とともに彼女の前途を祝いたい

2017年3月

埋蔵文化財調査センター長

文学部教授木下尚子
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| summary I 

In 1985. I<umamoto University planed a reconstruction of 

campus. 13uL it was known that campus was designated as buried 

cultural assets zone. In the fiscal year 1994. Kurnarnolu University 

formedしheArchaeological investigation committee and the 

Archaeological operation office in haste. and has been excavating 

the c:ampus sites when the superannuated school buildings were 

rebuilt. [n October 201 I. the office was reorganized into the 
Research Center for Buried Cultural Properties. andしhiscenter 

has investigated underground cultural properties. 

We have two main campus sites at other areas. The one is 

the Kurokami area where is constituted of faculty of science 

and faculty of Engineering (souしharea). faculty of Education. 

faculty of Laws. and faCLi!Ly of Letters (north area).and locates in 

Kurokamimachi site. The site is located at the foot of Mt.Tatuta 

(above 151.6111) on a low terrace (above sea level 18~25111) formed 

by the Shirakawa River. The site is regarded as an ancient station 

"Kokai". The other one is the 1-lonjo area where is constituted of 

School of medicine. college of Medic.:al Science (central.south area). 

and Kumamoto University hospital (north area). and belong to 

1-Ionjo site. The site located on a low terrace (above sea level 12 ~ 

13m) formed by Shirakawa River. similar to Kurokamimachi site. 

lt is 2km from Kurokamimachi sile lo Honjo site in a straight 

line. In the circumstance of llunjo site. there are large ancient 

settlement sites like Oe site and Shinyashiki site. 

The number of investigations in the current year is 5 

excavations. 44 presence invcsLigations. The main results are 

the following.In the Kurokamimachi site.4 excavations were 

conducted at the 1429.1430.1436.1437 investigation spot which is 

located in the Kurokami south area. in connection with repair 

work of University Hall. In the each excavation, the bases. which 

were made of bricks. were found and it turned oul that the bases 

were the bases used for Lhe building of the former Kumamoto 

Junior College of Technology. built in 1908. 

In the Kurokami norrh area. we gol results in 3 surveys. At 

the 1528 investigation spot. in connection with repair work of 

the building of the Faculty of Education. the bases. which were 

made of bricks. were found and it turned out that the bases were 

the bases used for the kitchen and bathroom of the 5th High 

School. which were built in 1890. On the surface of the bricks. 

the mark. which showed the bricks were made in the Kumamoto 

prison. was often found. And at the 1514 and 1524 investigation 

spot. where the construction. which constructed the building of 

the College of Cross-Cultural and Multidisciplinary Studies. was 

performed. many pit-dwellings of Nara-1-leian period were found. 

In the I lonjo site (north area). we conducted the following two 

investigation spots. At the 1504 investigation spot. ditches. pit-

dwellings. and a posしhole-typebuilding of the Nara. l lcian period 

were found. And at the 11142 investigation spot. the relics and 

features of the Kofun period were found. 

And in Kyomachidai site which is located in Kyomachi area, l 

excavation was conducted al 1,117 investigation spo1. relics and 

features of the Yayoi period were found. 

In this fiscal year. we held other exhibitions and events besides 

rhc investigations. ¥，¥'e'd like to make an effort toward conducting 

investigations and opening L(）しhepublic the results of the 

investigations. 
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1付篇 1 2015年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織 I 

1. 熊本大学埋蔵文化財調査センター規則 (H23.9.22~)

（趣旨）

第1条 この規則は．熊本大学学llll（平成16年4月lH制定）第9条第2瑣の規定に基づき．熊本大学埋蔵文化財調究

センター （以下 「センター」という．）に関し必要な事項を俎める．

（設似l=l[lり）

第2条 センターは，熊本大学（以下 「本学」という．）に所在する辿跡を発掘調究するとともに．II1土した埋蔵文化

財を記録．1呆存及び活）11し．もって本学の教脊lり1究に奇与することを目的とする．
（業務）

第3粂 センターは．次に掲げる菜務をおこなう ．

(I)埋蔵文化財調査の実施計l也iの立案及び実施に関すること．

(2) 出土した埋蔵文化財の整理保符及び保存に関すること．

(3) 文化｝が等に提出する報告1りの作成に関すること．

(4) その他センターの目的を達成するために必要な事項．

（職貝）

第4条 センターに次に掲げる職員を1B:<. 
(l) センター •長

(2) 淋任教貝

(3) その他必要な職員

（センター長）

第5条 センター長の選考は，本学の専任の教授のうちから．第7条に規定する委貝会の1f(ii應に基づき．学長がおこな

う．

2 センター長はセ ンターの業務を常理する．

3 センター・1もの任期は． 2年とし．再任を妨げない．

4 センター・長に欠員が生じた楊合の補欠のセンター長の任期は前項の規定にかかわらず．前任者の残任期間とする．

（専任教貝）

第6条 専任教具の選考は．熊本人学学内共同教育研究施設等の人事等に関する委員会の議に甚づき．学長がおこなう．

2 専任教具の選考に関し必要な事項は．別に定める．

（委員会の設岡）

第7条 センターの管理述営に関する事項を審議するため．熊本大学埋蔵文化財調商センター巡営委貝会 （以下 「委具

会」という． ）を骰＜．

（委員会の組織）

第8条 委員会は．次に掲げる委員をもって組織する．

(l) センター長

(2) センターの取任教員

(3) 文学部及び教育学部から選出された教授又は准教授 各1人

(4) 法学部．大学院社会文化科学研究科又は大学院法',11濱成研究科から選出された教授又は准教授 1人

(5) 大学院自然科学研究科から選出された教授又は准教授 2人

(6) 大学院生命科学研究部の1仮学系又は医学部附屈制院から選出された教授又は准教授 1人

(7) 大学院生命科学研究部の保健学系及び薬学系から選出された教授又は准教授 各l人

(8) 発生医学研究所．生命狩源研究 ・支援センター又はエイズ学研究セン ターから選出された教授又は准教授 1人

(9) 巡菌払盤管理部施設管理ユニ ッl、長

(10) その他センター長が必要と認めた者 若干）I

2 前項弟3号から策8号まで及び第l0号の委貝は．学艮が委l属する．

3 第1項第3号から第8号までの委貝の任期は．2年とし．再任を妨げない．

付篇1 2015年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織
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4 第1項第3号から第8号までの委員に欠員が生じた場合の補欠の委貝の任期は，前項の規定にかかわらず，前任者

の残任期間とする．

5 第1項第10号の委員の任期は．学長が委l屈の都度定めるものとし．再任を妨げない．

（委員会の審議事項）

第9条 委貝会はセンターに関する次に掲げる事項 （熊本大学学内共同教育研究施設等の人事等に関する委員会規則

（平成16年4月1日制定）第3条に定める事項を除く． ）を稲議する．

(1) センターの業務に関すること．

(2) センター長候補者の推肱に関すること．

(3) 施設及び予多かに関すること．

(4) その他センターの管理運営に l½lすること．

（委員長）

第10条 委員会に．委貝長を置き．セ ンター長をもって充てる．

2 委貝長は．委貝会を招焦し．その議長となる．

3 委員長に事故があるときは．委貝長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する．

虞事）

第11条 委員会は．委員の過半数が/LI/)付しなければ．議事を開き，議決をすることができない

2 委貝会の謡事は．出席した委貝の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するところによる

（意見の聴取）

第12条 委具長は必要があるときは．委具以外の者を委貝会に出1甜させ．滋見を聴くことができる．

（事務）

第13条 センター及び委員会の事務は．述歯基盤管理部施設企画ユニットにおいて処理する．

（雑則）

第14条 この規則に定めるもののほかセンターの運営に関し必要な事項は，センター長が別に定める．

附則

1 この規則は．平成23年10月1日から施行する．

2 国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査委員会規則 （平成16年4月1日制定）及び熊本大学埋蔵文化財調査室要項

（平成16年4月1日制定）は．廃止する．

3 この規則施行後．最初に任命されるセンター長は，第5条第1項の規定にかかわらず． この規則により選考された

ものとみなす．

4 この規則施行後最初に任命されるセンター長の任期は第5条第3項の規定にかかわらず，平成25年3月31日ま

でとする．

5 この規則施行後最初に委服される第8条第1項第3号及び第4号の委貝の任期は同条第3瑣の規定にかかわら

ず．平成25年3月31日までとする．

附則 （平成24年12月27日規則第142号）

この規則は．平成25年4月1日から施行する．

附則（平成27年3月13日規則第94号）

この規f!IJは．平成27年4月1日から施行する．

附則 （平成28年2月5日規則第9号）

この規則は．平成27年4月1I:Iから施行する ，

附則 （平成28年3月1日規則第30号）

この規則は．平成28年4月1日から施行する．

付篇1 2015年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織



2. 2015年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織

1 J!I!•蔵文化財調査センター組織

くセンター長＞

く専任教貝＞

({jf:・文学部教授）

く技術補佐員＞ （20l5年5J-J ~) 
く事務補佐具＞（～2016年 1月）

(2016年2月）

＜室内作業員＞（2015年6Jj ~2016年 3月）

2 埋蔵文化財調奔センター巡営委員会
委li艮 木下 ,;'i'J-（・ （埋蔵文化財',U,',l杏センター長） 任期

委員 小畑 弘己 （文学部教授）

稲議事項

然 武彦 （教育学部教授）

竹島 一希 （大学院社会文化科学研究科准教授）

渋谷 秀敏 （大学院自然科学研究科教授）

伊東 紺一 （大学院自然科学研究科教授）

宇宿 功市郎 （医学部附属病院教授）

米田 将也 （大学院生命科学研究部保1建学系准教授）
本山 敬一 （大学院生命科学研究部薬学系准教授）

大村谷 凸樹 （生命賢源研究 ・支援センター准教授）

齊藤 正尖 （迎営基盤管理部施設行理ユニ ット長）

木下 尚子 （埋蔵文化財調査センター長）

松田 光太郎 （埋蔵文化財調杏センター専任教員）

大坪 、志子 （埋蔵文化財調森センター均任教貝）

山野ケン協次郎 （埋蔵文化財泄l:Pr:センター専任教貝）

2015年6月311 議俎

木下 尚子 (2011.10.1~) 

1公HI うtJ.dl’!|{

大坪志子

山野ケン1拗次郎

吉留広

大崎 喜美子

城） i 美l―1―I紀

江LI 路

鬼塚美枝

小111 :ii•-．子

首藤俊子

末吉美紀

l,；1井弘子
J I:」:.裕美

(2015.4.1 ~2017.3.31) 

(2015.4.1 ~2017.3.31) 

(2015.4.1 ~2017.3.31) 

(2015.4.1 ~2017.3.31) 

(2015.4.1 ~2017.3.31) 

(2015.4. l ~2017.3.31) 

(2015.4.1 ~2017.3.31) 

(2015.4.1 ~2017.3.31) 

(2015.4.1 ~2017.3.31) 

(2015.4.1 ~2017.3.31) 

(2015.4.1 ~2017.3.31) 

(2015.4.1 ~2017.3.31) 

(2012.4.1 ~) 

(20l l.lO.I ~) 

(2013.10.15~) 

1)平成27年度埋蔵文化財鉱蔵地における上木」旦li予定について
2) 平成27年度埋蔵文化l!4 ;．Jlij査センター—f多か配分（案）について

3)その他

報竹

l)平成26年度埋蔵文化財発掘調壺結呆について

2)平成26年度埋蔵文化）1位読センター迎‘i灼費実紐について
3)その他

2015年6月25日 議題

l)来年度以降の埋蔵文化財調壺センターの巡党 （案） について

2016年1月22EI 議題

l) J!iり祓文化財調壺センター規則の一部改.11・:（案）及び埋蔵文化財調査センター長候

補者の選考方法一部改正 （案） について
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I付篇2 埋蔵文化財調査センター2015年度調査・研究活動記録 I 
［調査貝］

大坪志子

＜箸肉＞

・ 「縄文玉文化の研究ー九）ヽ•I•I プラン ドから縄文文化の多様性を探る一 j 雄 I 川札J.

く論文＞

・「九州の映状耳飾」 ［九州考古学』節90号．pp.21-40.九州考古学会 ．

・「石製装身具の流通ー九州を中心に一」「縄文研究と美術 ・縄文時代の装身具j第16回関西縄文文化研究会研究染会，

pp.25-33. 

く研究発表＞

・「石製装身具の流通ー九州を中心に一」「縄文研究と美術 ・縄文時代の装身具」第16回1及l洒縄文文化研究会研究集会．

2015年12月5~6日 関西縄文文化研究会京都

くその他＞

・「岩恥岩陰追跡出土の石製装身具の化学分析」「岩恥岩陰辿跡」大分県教脊｝ャjll！蔵文化財センター調究報告賞 第89狛．

pp.197-202. 2016年3月31[I.人分県教育庁埋蔵文化財センター．

・立命館大学所蔵骰科 長野県宮崎辿跡／1，i土石製装身具に関する石材分析調究， 2015年12月26~27日．

山野ケン陽次郎

く論文＞

・「熊本大学梢内辿跡の発掘調査ー縄文時代後期を対象に一」「第11回日怖新石器IIが代研究会発表資料集」會pp.106~119. 

九州縄文研究会 ・翰国新石器学会．

・「古瑣時代における琉球列島との貝交易」 「第30回国民文化祭かごしま2015」,pp.40-45.第30回国民文化祭大崎1ll［実

行委員会

く研究発表＞

• 第 11回日斡新石器時代研究会 成呆発表「熊本大学構内辿跡の発掘調究ー縄文時代後期を対象に一」．2015年7)ll8 

El.鹿児島県歴史骰料センター黎l肘館

・ 2015年度春季研究発表大会 成呆発表 「熊本大学黒捉南キャンパスの発掘調究ー縄文時代から近代まで一」， 2015年

6月6日，熊本県婦人会館3階染会至．

く科学研究骰＞

• 平成27年度 科学研究骰助）戊事業（学術研究助成基金助成金）若手研究（B)「先史時代における太平洋西部島嶼地

域の貝類利用の復元研究」 研究代表者．

くその他＞

・「黒晏南キャンバスの埋蔵文化財の発掘調壺と活用」「熊本大学工業会会報」第100号． pp.9-11. 熊本大学工業会．
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図10 「熊本大赤れん

が校舎基礎発見」の新

聞記事

（熊 本日日新聞20 15

年4月17日30面より

縮小転載）

図11 「熊本大で出土

お宝展示」の新聞記事

（熊 本日日新聞2015

年11月12日18面より

縮小転載）
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ふりがな ふりがな コード
所収追跡名 所在地 市町村 逍跡番号 北緯 東経 調査期間 調査面和 調査原因

、 ~<賢急 32° 130° 20141105 学校敷地内
き占ょ11rrうムま叫ちl恥だ／郎し 1熊1 本 di 43 201 238 49' 42' ~ 747.90面 の開発事業
()l Jヽ I-199』IL I A7旦"」9也』‘、点11・1・） き刃ょし• う IまII•I.ち 05" 16" 20150416 ~こイ半う

くまもと 。
くろかみま息 熊本児． 32 130゚ 学校敷地内
!！．＼髪町辿跡 熊本 di tl3 20 I 278 48' 42' 282.40111 の開発事業
(l 4 2 9地 ） く.'.I・ろ＼か髪み 47” 44，9 に伴う

くろかみまち 熊く ま本もと県 32° 130゚ 学校敷地内
. '.I.＼嬰ll「J辿跡群 熊本 di 43 201 278 48' 42' 195.77ni の開発事業
(1 4 3 0地点） く月，ろ＼か髪み 47" 44" 20150402 fこ伴う

くろかみまち 熊くま本もと県 32° 130° 20150907 午以．枚，．敷地1J、J
！！遷Ill]追跡群 熊本 Tli 43 201 278 48' 42' 60.30n1 の開発事業
(1 4 3 6地点） くょI.ろ¥か嬰み 47” 44” に伴う

くまもと 。
くろかみまち 熊本県 32 130゚ 学校敷地内
忠嬰IIIJ辿跡群 熊本 m 43 201 278 48' 42' 102.00面 の1m発事業
(J. !J 3 7地点） く・［I.ろ¥か髪み 47” 44” に伴う

・ • ~ -.． -※北綽・束経の数値は1U界測地系に碁づく値です

所収追跡 種別 主な時代 主な逍構 主な逍物 特記事項

さ点ょう町よりが台‘辿跡群
染落址

弥生 ・古代
ビット 弥生士器 • 土tiIi 器 ・

(I 4 I 7地点） 近lit・近代 陶磁器

黒くろか髪みIよll]ら辿跡地群点 狛落址
古イ，t 住）月 ・溝 ・ピッ ト 士師器・ 須恵器 ・陶磁器

(1'129 ) 近枇・近代 赤畑瓦基礎 赤煉瓦 ・ガラス ・木片

くろか嬰みよら 古代 住）凶・溝・ピッ ト こttili器・須恵器・陶磁器
黒 IIIJ追〇跡地群点 集落址
(l /J 3 ) 近批 ・近代 赤畑瓦基礎 赤煉瓦

(7,か嬰み町よら
集落址

古代 仕屈・ピット 土師器 ・須恵器・陶磁器
(忠l4 3 辿6跡地群点） 近Ill:・近代 赤畑瓦基礎 赤畑瓦

児くろか髪みよ町ら辿跡地点群 古イ・t 11•:lif ・ ピッ ト
こI• -fili ・器 ・須恵器・陶磁器

(1,137)  
狛俗址

近枇 ・近代 赤畑瓦基礎
赤畑瓦 ・ガラス・鉄器 ・
碁石 ・硯
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